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堀越町堀下 :  新年を迎えるしめ縄を作成

2歳になる子を紹介しています

　平成最後の新年です。前橋市にとっ
て平成は、好景気下で行われた世界選
手権自転車競技大会や市制施行100周
年記念事業から、その後の不況や少子
高齢化といった厳しい情勢まで、大きな
変化を経験した時代だったと思います。

自分にとっても、大学進学で初めて故郷
を離れ、そして、帰郷して社会人となり、
家庭を持つという大きな岐路があった時
代でした。新しい時代もいろいろな事が
あるかもしれませんが、公私ともたゆま
ぬ努力を続けたいと思います。（服部）

　12月16日、堀越町堀下ではしめ縄作り教
室を実施。参加者は来年１年間悪い気が
入ってこないようにと締め方を確認しなが
らしっかりとわらを編みました。「子どもた
ちもベテランの人に教えてもらいながら挑
戦しています」と有馬会長。子どもたちは初
めて行う作業に悪戦苦闘しながらも自分の
しめ縄を完成させ、家の玄関に飾ろうと愛
着が湧いた様子で持ち帰っていました。

平成29年4月2日～平成29年8月1日生まれの子の募集記事は、本紙12ページに掲載しています。

平
成
三
十
一
年 

一
月
一
日
号

福田 琴和ちゃん
山王町一丁目
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夏海 花羽ちゃん
樋越町

か のは

山下 凜花ちゃん
亀里町

りんかしゅう

新井 柊ちゃん
駒形町

浮田 蒼生ちゃん
南町一丁目

あおい

葉山 凌誠ちゃん
下石倉町

りょうせ い

前
橋
を
照
ら
す
、
は
じ
ま
り
の
光

榛名山麓富士見峠から撮影



新
し
い
価
値
の
創
造
都
市
を
目
指
し
て

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
は
、
本
市
の
今
後
10
年
の
方
向

性
を
示
す「
第
七
次
前
橋
市
総
合
計
画
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。こ
う
し
た
中
、

８
月
に
は
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
が
本
市
に
て
開
催
さ
れ
、
ま

た
、
臨
江
閣
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
に
は
、
赤
城
山

の
図
柄
の
入
っ
た
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

を
付
け
た
車
が
、
全
国
へ
向
け
て
走
り

出
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
12
月
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
高

齢
化
社
会
の
交
通
手
段
を
見
据
え
、
中

央
前
橋
駅
と
Ｊ
Ｒ
前
橋
駅
を
結
ぶ
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
に
お
い
て
、
全
国
初
と
な
る

営
業
ナ
ン
バ
ー
で
の
自
動
運
転
の
実
証

実
験
を
開
始
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、

城
南
・
大
胡
・
宮
城
・
粕
川
地
区
に
お

い
て
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
デ
マ
ン
ド
交

通
の
実
証
実
験
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ど
れ
も
市
役
所
だ
け
で
実
現
で
き
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
、
民
間

企
業
、
大
学
な
ど
と
力
を
合
わ
せ
て
取

あけましておめでとうございます
　本年も、日頃からの交流をたいせつにし、
様々な世代のみなさんとのつながりを深め、
安心で安全な地域づくりに努めてまいります。
皆さまのご理解・ご協力をお願いいたします
とともに、ご健康とご多幸を心から祈念いた
します。

前橋市自治会連合会

あけましておめでとうございます
　本年も、開かれた議会を目指して改革を進
め、市議会のより一層の活性化と市民福祉
の向上、市政の発展に尽くしてまいります。
皆さまのご支援とご協力をお願いいたしま
すとともに、ご健康とご多幸を心から祈念い
たします。

前橋市議会議員一同

り
組
ん
で
き
た
結
果
で
あ
り
、
以
前
か

ら
種
を
蒔
き
、
育
ん
で
き
た
も
の
が
着

実
に
実
を
結
ん
で
き
た
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

　
本
年
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
こ
の
実

証
実
験
の
富
士
見
地
区
で
の
実
施
や
、

上
武
道
路
沿
い
に
設
置
予
定
の
新
た
な

「
道
の
駅
」
の
整
備
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン

プ
に
伴
う
各
国
の
受
け
入
れ
な
ど
、

様
々
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
新
し
い
価
値
の
創
造
都
市
・
前
橋
」

の
実
現
を
目
指
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ん
に
と
り
ま
し
て
、

本
年
が
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
し
ま
す
。

前
橋
市
長
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みなさまへ　２０１９年の展望
子どもを抱きしめる教師と学校に
　教師が子どもに触れる時間を増やし、子どもたち
一人ひとりが学ぶことの喜びを実感できるように、効
果的な少人数学級の実施や外国語指導助手の配置
などの取り組みを進めます。さらに、教科指導講師を
増員し、指導の充実を図るとともに、各学校において
は、建築基準未適合のブロック塀の改善、美術室への
エアコンの設置を順次進め、安全で快適な教育環境
を整備します。こうした中、地域の皆さんは、寺子屋
事業などに力を貸してください。

皆が元気に暮らせる前橋に
　前橋は医療のまちです。住み慣れた地域で自分ら
しい暮らしを生涯続けることができるよう、医療、介
護、予防、住まい、生活支援が一体的に提供される地
域包括ケアシステムの構築を進めます。
　また、高齢社会を支える人づくりを推進するため、
介護予防サポーターや認知症サポーターの育成に
努めるとともに、障害者の就労における支援の充実
を図ります。そして、健診の無料化も継続しますので
ぜひ受診してください。

キッカケをつくればお客様はきます
　赤城山ツーリズムやスローシティを推進するとと
もに、本市の歴史・文化遺産を活用し、地域の文化
振興及び観光振興を推進します。また、前橋・渋川シ
ティマラソンや赤城山ヒルクライムなどのスポーツ
イベントを充実していきます。
　皆さんには、２０２０年東京オリンピック・パラリン
ピックで本市が事前キャンプ地となるハンガリー、ベ
ラルーシ、コロンビア共和国など諸外国の受け入れ
や文化交流にご協力をお願いします。

結婚と子育てを応援します
　結婚を希望する人の未婚率の改善に向け、結婚に
結び付く出会いの創出など、結婚への機運醸成に努
めます。また、多様化する子育てへの不安や悩みを
解消するため、産後ヘルパーの派遣をはじめとした
産後ケアのさらなる充実を図るとともに、児童クラブ
の整備、民間保育所の整備支援により、子どもを安心
して預けられる環境を充実させ、子育てと仕事の両
立を支援します。風しんのワクチン接種費用の負担
軽減にも引き続き取り組みます。

自らチャレンジする市民を支えます
　中小企業の生産性向上や地域人材の雇用促進を
図るとともに、「ジョブセンターまえばし」を核とした
就職支援や、「前橋創業センター」を拠点とした起業
支援を進め、新たなビジネスに挑戦する事業者を応
援します。また、農業の「６次産業化」の推進や赤城の
恵ブランド認証制度に基づいたブランド化の推進な
ど、農畜産物の販路拡大を図ります。皆さん、新たな

「道の駅」に並ぶ商品開発などにチャレンジしてくだ
さい。

高齢の方が外出しやすいまちに
　ＡＩを活用した地域交通網の最適な運用について、
実証実験を始めました。安くて便利に買い物や通院
ができるように改善していきます。また、ドクターカー
が２台体制になりました。もしもの時、より早い治療
が受けられ、より多くの命を助けられるようにします。
　住宅のバリアフリー改修の助成や市営住宅のエレ
ベーターの設置などに取り組みます。そして、高齢の
方がご自宅に住み続けられるように努めます。

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-30033
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交
通
政
策
課

☎
０
２
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‐
８
９
８
‐
５
９
３
９

交
通
手
段
は
誰
も
が
直
面
す
る
問
題

　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
自
動
車
の
運

転
に
不
安
を
覚
え
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
高
齢
者
な
ど
の
交
通
手
段
を
確
保

す
る
こ
と
は
社
会
の
最
優
先
課
題
の
一

つ
で
す
。
バ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
公
共

交
通
の
重
要
性
は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま

す
。移
動
手
段
を
ど
う
確
保
す
る
か
は
、

全
て
の
市
民
が
い
ず
れ
は
直
面
す
る
問

題
で
す
。

公
共
交
通
維
持
に
は
課
題
も

　
公
共
交
通
に
対
す
る
市
の
昨
年
度
補

助
金
額
実
績
は
、
市
が
委
託
す
る
バ
ス

路
線
が
約
３
億
円
、
で
ま
ん
ど
相
乗
り

タ
ク
シ
ー「
マ
イ
タ
ク
」が
約
１
億
７
，

０
０
０
万
円
。
い
ず
れ
も
今
後
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
一
方
で
、
市
の
委

託
バ
ス
路
線
の
利
用
者
数
は
近
年
横
ば

い
傾
向
で
、
利
用
者
を
確
保
し
続
け
る

た
め
、
利
便
性
の
向
上
も
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は

バ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
運
転
手
不
足
も

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

公共交通×新技術
誰もが安心して出掛けられるまちづくりを

自動運転バスはシステムに従い自動で走行
します。万が一に備え運転手が同乗します
が、通常時はハンドルを握りません。
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て

公
共
交
通
の
課
題
解
決
を
目
指
す

　

 

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
自
動
運
転
実
験

　
上
毛
電
鉄
中
央
前
橋
駅
と
Ｊ
Ｒ
前
橋

駅
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
路
線
で
は
、

自
動
運
転
の
実
証
実
験
を
３
月
末
ま
で

実
施
。
乗
車
に
は
通
常
の
運
賃
（
一
般

１
０
０
円
、
小
学
生
50
円
）
が
必
要
で

す
。
実
際
に
営
業
し
て
い
る
バ
ス
路
線

で
実
験
を
す
る
の
は
全
国
初
の
試
み
で
す
。

　

実
証
実
験
中
の
バ
ス
は
週
３
〜
４

日
、
通
常
ダ
イ
ヤ
で
走
行
し
ま
す
。

● 

安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
機
能

　
自
動
運
転
バ
ス
に
は
運
転
の
安
全
確

保
や
自
動
運
転
へ
の
不
安
解
消
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
搭
載
し
て
い

ま
す
。

　
実
験
の
開

始
に
先
立
ち
、

12
月
12
日
に

出
発
式
を
行

い
ま
し
た
。こ

の
実
験
で
、都

市
部
の
走
行

環
境
に
お
い
て

ロ
ー
タ
リ
ー
や

一
般
車
両
へ
の
影
響
が
あ
る
か
な
ど

の
課
題
を
検
証
し
ま
す
。今
後
、完
全

自
動
運
転
技
術
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、運

転
手
不
足
が
解
消
さ
れ
、公
共
交
通
の

維
持
確
保
が
期
待
で
き
ま
す
。

アンケートに協力をお願いします
　実証実験中、利用者にアンケートを実施。
　バス内にある二次元コードを読み取り
LINEから回答をお願いします。❷と❸の期
間中、回答者先着各10人にころとんシール
をプレゼントします。
期間＝❶１月24日㈭まで ❷１月25日㈮〜２
月８日㈮ ❸２月９日㈯〜３月31日㈰

　
こ
の
実
証
実
験
で
は
、
群
馬
大

で
進
め
て
き
た
研
究
の
成
果
を
実

装
し
て
い
ま
す
。
人
々
の
足
と
な

る
手
段
が
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と

に
危
機
感
を
覚
え
、
平
成
14
年
か

ら
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
一
番
の
目
的
は
技
術
の
検
証
で

は
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
自
動

運
転
を
身
近
に
感
じ
て
受
け
入
れ

て
も
ら
う
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
、

と
に
か
く
安
全
面
に
配
慮
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
路
線
を
限

定
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
足
と
し

て
根
付
か
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
段
階
的
に
技
術
を
導
入

し
、
完
全
自
動
運
転
で
の
実
用
化

を
目
指
し
ま
す
。
公
共
交
通
の
維

持
は
多
く
の
自
治
体
が
抱
え
て
い

る
課
題
で
す
。
こ
の
実
証
実
験
を

ス
タ
ー
ト
に
課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

❸コミュニケーションロボッ
トsota（ソータ）がアナウン
スし乗客の不安感を解消

（１月下旬から）

❶車両の位置情報などをリ
アルタイムで把握し、走行
ルートを指示・通知

❷ドアの付近や客席の様
子、運転状況などを遠隔
監視

1 2 3

群馬大 次世代モビリティ社会
実装研究センター
副センター長　小木津 武樹さん

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-30035



　
 

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
地
域
交
通
網
の

　
 

最
適
な
運
用
の
研
究

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
と
の
連
携
協
定
に

よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
社
会
基
盤

づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、
大
胡・宮
城・

粕
川
地
区
の
ふ
る
さ
と
バ
ス
や
富
士

見
地
区
の
る
ん
る
ん
バ
ス
、
城
南
地
区

の
地
域
内
交
通
に
、
Ａ
Ｉ
配
車
シ
ス
テ

ム
を
活
用
す
る
実
証
実
験
を
順
次
実

施
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
バ
ス
は
３

月
末
ま
で
、
る
ん
る
ん
バ
ス
は
１
月
か

ら
３
月
末
ま
で
、
城
南
地
区
地
域
内
交

通
は
２
月
末
ま
で
実
験
し
ま
す
。

　
Ａ
Ｉ
は
人
工
知
能
の
こ
と
。
こ
の
実

験
で
は
Ａ
Ｉ
が
最
適
な
配
車
ル
ー
ト

や
時
刻
を
計
算
す
る
こ
と
で
、
待
ち
時

間
の
短
縮
や
運
行
の
効
率
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
ア
プ
リ
を
使
う
こ
と
で

予
約
や
目
的
地
検
索
が
簡
単
に
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
実
験
を
と
お
し

て
地
域
交
通
網
の
最
適
な
運
用
を
研

究
し
、
利
用
者
の
増
加
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。
な
お
、

ア
プ
リ
に
よ
る
配

車
予
約
は
、
城
南

地
区
を
除
く
既
存

デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行

エ
リ
ア
の
み
で
す
。

　デマンドバスをより使いやすくするた
め、従来の電話予約に加え配車アプリ
を取り入れました。スマートフォンなど
から簡単に予約ができ、運行状況や予
定時間が確認できるため、利用者も安
心して使えます。この機会に多くの人に
デマンドバスと配車アプリを活用しても
らいたいです。

利用のイメージ
❷ＡＩを使い、効率的なルート
　を割り出します

❸割り出したルートに従い、デマンドバスで利用者を目的地へ

❶アプリから利用を予約

1 2 3

交通政策課　関口 晴久
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城
南
地
区
地
域
内
交
通
実
証
実
験

　
城
南
地
区
で
は
、
地
域
が
主
体
と
な

り
、
平
成
23
年
度
か
ら
地
域
内
の
移
動

手
段
確
保
に
向
け
て
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
協
議

結
果
を
よ
り
具
体
化
す
る
た
め
、
城
南

地
区
に
住
ん
で
い
る
人
を
対
象
に
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実
験
を
２
月
末

ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
12
月
13
日
に

は
出
発
式
を
開
催
。
地
域
住
民
の
期
待

は
大
き
く
、
多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
今
後
、バ
ス
路
線
の
再
編
と
併
せ
、

市
内
の
公
共
交
通
不
便
地
域
の
解
消
を

目
指
し
ま
す
。

● 

便
利
な
交
通
手
段
に
な
る
よ
う
に

　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
、
地
区
内

の
医
療
機
関
や
商
業
施
設
、
公
共
施
設

な
ど
44
カ
所
を
目
的
地
と
し
て
あ
ら
か

じ
め
指
定
し
て
い
ま
す
。
各
目
的
地
に

は
原
則
と
し
て
左
下
写
真
の
よ
う
な
乗

降
場
所
を
示
す
表
示
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
実
験
で
出
て
き
た
課
題
を
さ
ら
に
運

営
委
員
会
で
検
討
し
、
よ
り
利
便
性
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

自
動
車
に
依
存
し
な
い

　
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　
本
市
で
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
持
続
可
能
な
都
市
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
を
策
定
し
、
実
施
施
策
の
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
交
通
シ
ス

テ
ム
を
見
直
す
と
と
も
に
、
新
し
い
技

術
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
交

通
課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
自
動
運
転
技
術
の
導
入
な
ど
に
よ
っ

て
バ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
を
解
消
し
た

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
配
車
を
最
適

化
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
移
動

手
段
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
手
段
を
う
ま
く
組
み

合
わ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
自
家
用
車
に

頼
ら
な
く
て
も
安
心
し
て
移
動
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　民生委員時代、交通手段がなく買い物や通院
ができない人たちの送迎を支援していました。で
も私がいつまでもできることではなく、この問題
は地域で取り組んでいくことだと気付きました。
そこで、平成23年度に地域づくり協議会が発足
したのをきっかけに、交通弱者の支援を検討して
きました。市や県、タクシー会社が協力してくれ
たこと、さらには協議会メンバーだけでなく自治
会や各団体など地域の皆さんが一緒に取り組ん
でくれたことで実証実験まで至ることができまし
た。今後、より利便性の高
いサービスにしていくこと
で、地域の皆さんが城南
地区に住んでいてよかっ
たと思ってもらえるものに
していきたいです。

1 2 3

城南地区地域内交通運営委員会
委員長　茂木 瑞穂さん

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-30037



平
成
最
後
の
初
市
ま
つ
り

だ
る
ま
に
新
年
の
願
い
託
し
て

　
古
だ
る
ま
供
養
「
お
焚
き
あ
げ
」
は

10
時
か
ら
11
時
30
分
頃
ま
で
。
八
幡
宮

境
内
（
本
町
二
丁
目
）
で
実
施
。
渡
御

行
列
は
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
頃
ま

で
、
八
幡
宮
か
ら
仮
宮
（
東
和
銀
行
本

店・憩
い
の
広
場
）
ま
で
行
進
し
ま
す
。

だ
る
ま
や
縁
起
物
な
ど
の
露
店
は
、
10

時
か
ら
21
時
30
分
ま
で
本
町
二
丁
目
の

国
道
50
号
を
主
会
場
に
出
店
し
ま
す
。

● 

交
通
規
制
と
公
共
交
通

　
９
時
か
ら
23
時
ま
で
、
国
道
50
号
と

中
心
商
店
街
で
交
通
規
制
。
路
線
バ
ス

は
迂う
か
い回
し
、
損
保
ジ
ャ
パ
ン
前
橋
ビ
ル

前
、
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
前
の

２
カ
所
に
臨
時
バ
ス
停
を
設
置
。
臨
時

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
は
、
前
橋
中
央
駐
車

場
北
側
（
立
川
町
通
り
側
）
に
設
置
し

ま
す
。
無
料
お
ま
つ
り
バ
ス
は
９
時
30

分
か
ら
21
時
ま
で
、
ヤ
マ
ダ
グ
リ
ー
ン

ド
ー
ム
前
橋
第
６
駐
車
場
と
前
橋
テ
ル

サ
前
停
留
所
の
間
を
10
分
間
隔
で
運
行

し
ま
す
。

● 

ラ
ジ
オ
で
最
新
情
報
を

　

ま
え
ば
し
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
エ
フ
エ
ム

（
84
・
５
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
で
は
、
10
時
か
ら

22
時
30
分
ま
で
、祭
り
の
様
子
や
駐
車

場
な
ど
の
最
新
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

お
い
し
い
も
の
が
大
集
合

　
新
春
う
ま
い
も
の
市
を
開
催
。
初
市

ま
つ
り
に
合
わ
せ
、
市
内
の
和
洋
菓
子

店
や
ベ
ー
カ
リ
ー
店
自
慢
の
品
が
並
び

ま
す
。

日
時
＝
１
月
９
日
10
時
〜
18
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

問 

商
店
街
総
連
合
会
事
務
局

☎
０
２
７
‐
２
３
４
‐
５
６
５
５

問 
前
橋
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

☎
０
２
７
‐
２
３
５
‐
２
２
１
１

　

新
春
恒
例
の
前
橋
初
市
ま
つ
り
を
、
１
月
９
日
㈬
に
開
催
。

国
道
50
号
の
本
町
通
り
を
中
心
に
、
約
３
３
０
軒
の
露
店
が
軒

を
連
ね
る
ほ
か
、
恒
例
の
「
お
焚た

き
あ
げ
」
や
渡
御
行
列
を
行

い
ま
す
。
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（画像提供 ： 効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議）

問 

に
ぎ
わ
い
商
業
課　
☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
２
７
３

● 

団
体
定
期
が
ス
タ
ー
ト

　
千
代
田
町
二
丁
目
立
体
駐
車
場
で
５

台
以
上
ま
と
め
て
定
期
契
約
す
る
と
、

通
常
１
台
１
万
２
，
３
４
０
円
の
と
こ

ろ
８
，
０
０
０
円
に
な
る
団
体
定
期
が

ス
タ
ー
ト
。
上
層
階
な
ど
に
専
用
の
駐

車
枠
を
設
け
る
た
め
、混
雑
し
ま
せ
ん
。

申
し
込
む
た
め
に
組
織
し
た
団
体
は
対

象
外
で
す
。

条
件
＝
会
社
や
法
人
な
ど
の
団
体
の
代

表
者
名
で
車
5
台
以
上
を
申
し
込
む

地震に備えて全市民で訓練

１分の行動が命を守ります
問 危機管理室 ☎０２７‐８９８‐５９３５

　１月17日㈭11時に市内全域で前橋シェイクア
ウトを実施します。シェイクアウトは安全確保行動
の❶姿勢を低く❷頭を守る❸動かないの３ステッ
プを、地震発生の放送に合わせ一斉に行う訓練で
す。訓練は全市民が対象。自宅や職場、出先など
で参加をお願いします。参加登録票は訓練当日ま
で受け付けます。詳しくは本市ホームページをご
覧ください。

● ラジオで訓練放送を流します
　当日は11時にまえばしＣＩＴＹエフエム（８４.５ＭＨｚ）
から訓練用緊急地震速報を放送。放送を合図に
一斉に訓練を開始します。

● 訓練に併せ講演会開催
　地域の防災リーダー養成を目指し、講演会「災
害伝承10年プロジェクト」を開催します。災害か
ら身を守り、安全で安心な暮らしを送るためには
自助・共助の地域づくりが大切。東日本大震災の
被災地で活動した災害伝承語り部を講師に、当時
の状況と災害の恐ろしさを学びながら平時の備
えについて改めて考えます。　
日時＝１月17日15時30分
会場＝総合福祉会館 2階多目的ホール
申し込み＝当日会場へ直接

仕
事
や
買
い
物
に
ぜ
ひ
活
用
を

ま
ち
な
か
の
駐
車
場
が
使
い
や
す
く

か
、
同
一
名
義
で
所
有
し
て
い
る
車
５

台
以
上
を
申
し
込
む
場
合

● 

回
数
券
の
使
用
駐
車
場
が
拡
大

　
市
営
駐
車
場
の
回
数
駐
車
券
（
駐
車

サ
ー
ビ
ス
券
）
が
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

北
側
の
前
橋
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
等
駐
車

場
で
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
前
橋
中
央
駐
車
場
を
除
き
、
24

時
間
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。１
０
０
円
券
が
11
枚
セ
ッ
ト
で
１
，

０
０
０
円
と
お
得
で
す
。

販
売
窓
口
＝
５
番
街
・
城
東
町
立
体
駐

車
場
1
階
管
理
室

窓
口
時
間
＝
9
時
〜
20
時
（
城
東
町
立

体
駐
車
場
は
平
日
9
時
〜
17
時
）

● 

古
い
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
を
交
換
中

　
有
効
期
限
内
の
古
い
駐
車
サ
ー
ビ
ス

券
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
新
し
い
も
の

に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。
交
換
は
平
成

32
（
２
０
２
０
）
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

右
記
の
販
売
窓
口
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-30039



記念すべき第10回大会
Ｔ‐１グランプリに投票を
問 観光振興課 ☎０２７‐２１０‐２１８９

　市内飲食店を対象にした豚肉料理コンテスト
「Ｔ‐１グランプリ」。64店舗が自慢の豚肉料理で
競います。入賞店とグランプリ店を皆さんの投
票と覆面審査員の採点の合計で決定。異なる２
店舗以上でエントリーメニューを食べてシール
をもらい、専用ハガキに貼り付けて応募してくだ
さい。投票した人の中から抽選で賞品も当たりま
す。詳しくは右記二次元コードから公
式ホームページをご覧ください。
期日＝１月１日㈫〜２月28日㈭
申し込み＝３月４日㈪までに専用ハガキに記入
し、観光振興課内第10回T-1グランプリ実行委
員会事務局へ

第９回グランプリ
「チーズケバブメヒカーナ」
中南米料理  幸せの扉  ボルデ

問 

中
央
公
民
館 

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
９

60
歳
か
ら
の
学
び
の
場
に

４
月
か
ら
の
新
入
生
を
募
集日

時
＝
原
則
第
２
・
第
４
月
曜
、
９
時

30
分
〜
15
時

対
象
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
（
４
月

１
日
時
点
）、
１
１
０
人
（
抽
選
）

申
し
込
み
＝
２
月
８
日
㈮
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
。
夫
婦
の
み
連

名
可
）。
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

生
年
月
日
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
〒
３
７
１
‐
０
０
２
３
本
町
二
丁

目
12
‐
１
・
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
中

央
公
民
館
「
明
寿
大
学
係
」
へ

　
明
寿
大
学
の
４
月
入
学
生
を
募
集
し

ま
す
。明
寿
大
学
は
大
人
の
学
び
の
場
。

４
年
制
で
講
座
や
ク
ラ
ブ
学
習
な
ど
を

通
じ
、
自
己
啓
発
を
図
り
、
学
習
活
動

を
楽
し
み
な
が
ら
学
び
の
成
果
の
地
域

還
元
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

中
央
公
民
館
で
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

投票よろしころ！

広報まえばし　平成 31年１月１日号 10



資格を生かして
介護認定の調査員に
問 介護保険課 ☎０２７‐８９８‐６１５５

　介護保険の要介護認定の調査を行う調査員を募
集します。
対象＝次の全てを満たす人（選考）。❶介護支援専
門員の資格を持っているか、保健師・看護師・社会福
祉士・介護福祉士のいずれかの資格を持ち実務経

験がある ❷他の仕事と兼職しない ❸月20件程度
の調査が可能 ❹自家用車で調査に行くことが可能
❺自宅のパソコンのワープロソフトで調査票が作成
できる
報酬＝１件当たり４，２００円
申し込み＝１月18日
㈮までに履歴書と
資格証明書の写し
を添えて、市役所介
護保険課へ直接

問 各担当課

本市刊行物などの広告を募集
企業のＰＲに活用しませんか

　水道局だよりやごみカレンダーなどの企業広告を募集しま
す。掲載スペースはイメージ図のとおり。詳しくは問い合わせ
るか、本市・水道局ホームページをご覧ください。申込書のダ
ウンロードもできます。

● 水道局
❶ 軽貨物車両
掲載スペース＝両側面ドアと後部ドア、20台
費用＝１台月額３，０００円
❷ 水道局だより　みずおと
掲載スペース＝裏表紙の縦45mm×横85mm、２枠
費用＝１号１枠３万円
❸ 敷島浄水場一般開放記念品
費用＝２万円
申し込み＝❶❸は２月28日㈭ ❷は各号発行日の１カ
月前までに郵送か直接。申込書に記入し、広告図案
を添えて❶❷は〒３７１‐００３５岩神町三丁目13‐15・
水道局経営企画課（☎０２７‐８９８‐３０１１）へ。 ❸は〒３
７１‐００３６敷島町２１６・水道局浄水課（☎０２７‐２３１‐３０
７５）へ

● ごみカレンダー
　来年度上半期（４月〜９月）の家庭用資源・ごみ収
集カレンダーの広告を募集します。
規格＝縦40mm×横65mm、24枠
対象＝企業や団体など（抽選）
費用＝１枠３万円
申し込み＝１月18日㈮までに申込書に記入し、市役
所ごみ減量課（☎０２７‐８９８‐６２７２）へ直接

は広告スペース

日SUN 月MON 火 TUE 水WED 木 THU 金 FRI 土SAT

Burnable Paper・Cloth Burnable

可　燃 紙･衣類等 プラ容器 可　燃
Burnable Burnable Recyclable

可　燃 プラ容器 可　燃 資　源
Burnable Paper・Cloth Non-Burnable Burnable

可　燃 紙･衣類等 不　燃 可　燃
Burnable Burnable Recyclable

可　燃 プラ容器 可　燃 資　源
Burnable Paper・Cloth

可　燃 紙･衣類等 プラ容器

日SUN 月MON 火 TUE 水WED 木 THU 金 FRI 土SAT

Burnable

可　燃
Burnable Burnable Recyclable

可　燃 プラ容器 可　燃 資　源
Burnable Paper・Cloth Burnable

可　燃 紙･衣類等 プラ容器 可　燃
Burnable Non-Burnable Burnable

㊡可　燃 不　燃 可　燃
Burnable Paper・Cloth Burnable Recyclable

可　燃 紙･衣類等 プラ容器 可　燃 資　源

広告内容に関する質問等につきましては、広告スポンサーに直接問い合わせてください 広告内容に関する質問等につきましては、広告スポンサーに直接問い合わせてください

不用なもの、片付けます！！
『古い物』買い取ります！！

骨董、古道具、粗大ゴミ、リサイクル
有限会社 斉田商事 

前橋市勝沢町382　℡ 027-264-1931

ゴミ回収で
Tポイント貯まります

産業廃棄物・一般廃棄物・不用品・廃材・収集運搬

本社 TEL.027-231-0709（代）
株式会社 丸 越

前橋市若宮町3-10-13　FAX.027-234-2066

土曜・日曜・祝日　365日　年中無休　◆見積無料!!

http://www.n-marukoshi.com  Mail info@n-marukoshi.com
一般廃棄物収集運搬業許可　前橋市許可第24号

産

土

家庭用 資源・ごみ収集カレンダー
2018年10月～2019年３月

前橋市ごみ減量課　☎027－898－6272

指定された集積場所以外に出してはいけません！注意 禁止 事業所や農業等で排出されたごみは、集積場所には一切出せません！

10 

月
OCT

11 

月
NOV

紙･

衣
類
等

プ
ラ
容
器

可
燃

資
　
　
源

不
燃

ガラスびん 危険・有害ごみ

ペットボトル

空き缶

白コンテナ

茶コンテナ

青コンテナ

黄コンテナ

飲食物・化粧品のびん（ふたは外す）
電池、スプレー缶、
蛍光管、ライター、
カセットボンベ等

※ペットボトルと空き缶は袋を別にする

このサイズを
超えたものは
出せません
（粗大ごみも不可）

ラベル・ふたは
外してプラ容器

飲食用の缶

無色透明のびん

茶色のびん

その他の色のびん

家 庭 ご み の 出 し 方 ５ 原 則

きちんと
分別

市指定袋
を使用して　

決められた
収集日に

朝８時
　　までに

※ごみが少量の場合に限り、指定袋ではなく透明か半透明の袋（20ℓ未満の小さな袋）を使用しても収集します
※集積場所に一度に出せる量は20㎏までです

決められた
  場所へ

紙

衣
類
等

新聞紙、雑誌・書籍
段ボール、紙パック

雑古紙

衣類 布類 服飾雑貨

発泡スチロール

紙袋または透明・半透明の袋にいれる

透明・半透明の袋に入れる

軽く洗って、乾かす しばってそのまま出せる

種類ごとにたたんでしばる

洗って、乾かす

（例）パンフレット、紙の空き箱、封筒、包装紙、メモ用紙、
トイレットペーパーの芯、シュレッダーした紙など

身に着ける衣類ほぼ全て
タオル、ハンカチ、シーツなど

毛布、カーテン、ネクタイ、
スカーフ・マフラー、ぬいぐるみ

ラーメン・プリン等のカップ、レジ袋、
菓子や冷凍食品の袋、肉や魚のトレイ、
卵やそうざい・豆腐等のパックなど

シャンプーや洗剤等の
ボトル、つめかえパック等

中身を消費したり、商品を取り出したりした後に不要になるプラスチック製・
ビニール製の容器包装

かばん・バッグ、帽子、ベルト、
靴・スニーカー（一足ずつまとめる）

マークが
あるもの

【プラ容器＝プラスチック製容器包装】

出せないもの

出せないもの

特殊加工（防水加工、
ビニール加工）された紙、
裏カーボン紙、感熱紙、
写真、アルバム

⬇
可燃の日へ

はんてん、どてら、枕、
汚れがひどいもの、
布団類、カーペット、
じゅうたん、上履き、
スリッパ、サンダル、
長靴、ブーツ、両方揃っ
ていない靴

➡可燃の日へ

プラスチック製品は
⬇

可燃の日へ
〔例〕 洗面器

タッパー
ストロー

など

※
雨
の
日
で
も
出
せ
ま
す

※
雨
の
日
は
出
せ
ま
せ
ん

生ごみ

陶器類、ガラス類
薬品のびん、

割れたり、汚れたびん

紙おむつ

白熱電球
LED

ゴム、プラスチック
製品

金属類

枕・座布団

金属を用いた製品

草木類　１回２束まで

傘

水気をしっかり切る

割れたものは、布や新聞紙でくるむ

汚物はトイレへ

刃物は、布や新聞紙でくるむ しばってそのまま出せる

しばってそのまま出せる※灯油は抜く

電池類は不燃ごみではありません

50㎝

太
さ
４
㎝
以
内

30㎝
※
市
指
定
袋
に
入
る
大
き
さ
ま
で

市指定袋に入らないものは「粗大ごみ」です（粗大ごみの出し方は裏面）

日SUN 月MON 火 TUE 水WED 木 THU 金 FRI 土SAT

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

日SUN 月MON 火 TUE 水WED 木 THU 金 FRI 土SAT

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

№19

本庁管内
芳賀地区

東 地 区

大手町１～３丁目
勝沢町、小神明町、端気町、五代町、鳥取町、
小坂子町、嶺町、金丸町、高花台１・２丁目
箱田町、後家町、前箱田町、前箱田町２丁目、
川曲町、稲荷新田町、青葉町

家庭用資源・ごみ収集カレンダー
※カレンダーのレイアウトは変更予定です

�

平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
号

T
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三
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目
13-15

下水道事業啓発ポスターコンクール入賞作品紹介
☆小学校の部☆

☆中学校の部☆

前橋市長賞
下川淵小６年 松本 圭生さん

前橋市長賞
大胡中１年 萩原 瑠稀さん

前橋市議会議長賞
上川淵小５年 関　彩葉さん

前橋市議会議長賞
七中２年 坂本 苺香さん

前橋市教育長賞
上川淵小４年 吉田　駿さん

前橋市教育長賞
南橘中２年 姉崎 広伸さん

前橋市公営企業管理者賞
下川淵小６年 萩原　陽さん

前橋市公営企業管理者賞
七中１年 桒原 正朋さん

入賞作品展示日程
桂萱市民サービスセンター 11/6㈫〜11/12㈪
市役所１階ロビー 11/14㈬〜11/19㈪
大胡シャンテ　ギャラリー 11/21㈬〜11/26㈪
南橘市民サービスセンター 11/28㈬〜  12/3㈪
下川淵市民サービスセンター 12/5㈬〜12/10㈪

　下水道事業への関心や理解の向上を図るため、市内の
小学４年生から中学３年生を対象に下水道事業啓発ポス
ターコンクールを実施。305点の応募作品の中から、特
別賞８点を紙面にて紹介します。
　入賞作品23点（特別賞を含む）は、左記日程により巡
回展示しますので、ぜひ会場にお出かけください。
問下水道施設課　☎027-221-7524

まえばし水道局だより

前橋市水道局発行　ホームページ http://www.city.maebashi.gunma.jp/

vol.59
2018.11.1

前橋市水道局キャラクター「タンク君」

JWWA-GLP075
水道GLP認定

・水道水質検査優良
　試験所規範

・水道GLP認定取得
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前橋市水道局お客様センター内　 027-219-0450
受付　月曜日～金曜日(祝日を除く)　受付時間　８：30～17：15
担当　ホリコシ　・　ミョウジョウ

　★水道検針員募集★

※まずはお気軽にお問い合わせください。
業務内容：水道メータの検針業務

30代～50代の女性スタッフ活躍中！
未経験の方も安心して出来るお仕事です！！

上記の広告内容に関する質問などにつきましては、広告スポンサーに直接お問い合わせください。

広　告　欄
●漏水などの緊急の場合は、夜間・休日も受け付けています。　☎027-234-5511（代表）

お問い合わせ・ご相談は 連絡先：前橋市水道局　前橋市岩神町三丁目13番15号
水道料金・下水道使用料の支払い方法について お客様センター

（委託先：㈱ジーシーシー自治体サービス） ☎027-898-3300水道の検針について
水道の使用開始・中止の届出について
道路上の漏水を見つけたとき 水道整備課維持修繕係 ☎027-898-3033赤水やにごり、水の出が悪いとき
家庭内の水道整備については、直接水道局指定の業者へ 水道整備課給水装置係 ☎027-898-3043
水道水の水質について 浄水課水質係 ☎027-231-3075
下水道の受益者負担金・分担金について 下水道整備課管理係 ☎027-898-3063
宅地内の排水設備に破損などが生じた場合は、指定工事
店に直接修繕を依頼してください 下水道整備課排水設備係 ☎027-898-3074

水道工事・排水工事のご相談
●水道管の冬支度はお済みですか。
●宅地・建物内の漏水等、水回りの工事は安心して頼める
　組合加入の市水道局指定水道工事店にご相談ください。

組合加入工事店（閲覧）組合ホームページ
http://maekankyo.jp/

または、管工事協同組合までお問い合わせください。
前橋市管工事協同組合　ＴＥＬ　０２７－２５１－７５０９

　前橋市水道局では、災害時における応援給水協力
事業者として、前橋市管工事協同組合に、「応援給水
協力事業者証」を交付しました。
　本市において災害が発生した際に、水道局所有の
給水車に加え、前橋市管工事協同組合所有の給水車
も使用し、給水活動が迅速かつ円滑に行えるように
なります。
問経営企画課　☎027-898-3011

災害発生時に備えています

休日の水道局指定工事業者
11/3
㈯

㈲青柳管工土木
東片貝町

☎027-223-6741

下田農機具店
富士見町時沢
☎027-288-2070

12/16
㈰

大場工業㈱
高井町一丁目
☎027-251-3686

下田農機具店
富士見町時沢
☎027-288-2070

1/3
㈭

下川工業㈱
力丸町

☎027-265-0228

下田農機具店
富士見町時沢
☎027-288-2070

11/4
㈰

㈲鎌塚設備
西片貝町二丁目
☎027-221-0213

㈲大澤設備工業
横沢町

☎027-283-5123
12/23
㈰

市川建設㈱
三俣町三丁目
☎027-232-1231

㈱志村工業
滝窪町

☎027-283-5370
1/6
㈰

㈲グンスイ
朝倉町

☎027-265-0061

㈲ノグチ
柏倉町

☎027-283-2651

11/11
㈰

東邦設備工業㈱
天川原町一丁目
☎027-223-5501

下田農機具店
富士見町時沢
☎027-288-2070

12/24
㈪

萩原工業㈱
南町三丁目

☎027-221-6392

誠興設備工業㈱
富士見町米野
☎027-289-0006

1/13
㈰

鹿沼管工
荒子町

☎027-268-1504

下田農機具店
富士見町時沢
☎027-288-2070

11/18
㈰

下川工業㈱
力丸町

☎027-265-0228

石橋設備工業㈲
苗ヶ島町

☎027-283-4455
12/29
㈯

㈱狩野設備
西善町

☎027-266-1217

㈲大澤設備工業
横沢町

☎027-283-5123
1/14
㈪

畑建設㈱
野中町

☎027-263-4451

太田建設㈱
粕川町女渕

☎027-285-2046

11/23
㈮

㈱狩野設備
西善町

☎027-266-1217

下田農機具店
富士見町時沢
☎027-288-2070

12/30
㈰

畑建設㈱
野中町

☎027-263-4451

小林設備㈲
富士見町時沢
☎027-288-2755

1/20
㈰

萩原工業㈱
南町三丁目

☎027-221-6392

誠興設備工業㈱
富士見町米野
☎027-289-0006

11/25
㈰

柏水工技研㈱
下沖町

☎027-232-9297

太田建設㈱
粕川町女渕

☎027-285-2046
12/31
㈪

赤城管設㈱
小坂子町

☎027-269-0144

㈲ノグチ
柏倉町

☎027-283-2651
1/27
㈰

㈲寺本設備
南町三丁目

☎027-221-5011

㈲大澤設備工業
横沢町

☎027-283-5123

12/2
㈰

福島工業㈱
総社町高井

☎027-251-6672

小林設備㈲
富士見町時沢
☎027-288-2755

1/1
㈫

大川設備
富田町

☎027-268-3662

小林設備㈲
富士見町時沢
☎027-288-2755

2/3
㈰

㈱狩野設備
西善町

☎027-266-1217

下田農機具店
富士見町時沢
☎027-288-2070

12/9
㈰

東部設備工業㈱
富田町

☎027-268-1099

太田建設㈱
粕川町女渕

☎027-285-2046
1/2
㈬

タナカ管業㈲
朝倉町一丁目
☎027-290-3330

石橋設備工業㈲
苗ヶ島町

☎027-283-4455

4

水道局だより  みずおと
水道局
軽貨物車両

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-300311



問 市政発信課 ☎０２７‐８９８‐5847

問 警防課 ☎０２７‐２２０‐４５１１

　本紙「元気まえばしッ子」のコーナーに掲載する子
どもを募集します。対象は市内在住で、平成29年４月
２日から８月１日生まれの男女、各24人（抽選）です。
申し込み＝２月１日㈮までに往復ハガキで（１人１通）。
住所・親子の氏名（ふりがな）・電話番号・子どもの生年
月日と性別・双子の場合は双子と記入し、市役所市政
発信課「元気まえばしッ子係」へ

本紙の元気まえばしッ子
子どもの写真を載せませんか

問 まちづくり公社 ☎０２７‐２８９‐４７６４

　オフロード自転車で障害物を乗り越えながらスピード
を競う、前橋シクロクロス大会を開催。カテゴリーや競技
時間など、詳しくは同大会ホームページをご覧ください。
日時＝２月10日㈰８時
会場＝岩神緑地（ヤマダグリーンドーム前橋第６駐車場北
側）
費用＝3,000円（小学生は1,000円）
申し込み＝１月28日㈪までに同大会ホームページで（定
員になり次第受け付け終了）

大会ホームページは
こちら

申し込みは
こちら

自転車レースのシクロクロス大会
不整地コースでスピード競う

はしご乗りで勇姿を披露
新年恒例の消防隊出初式

　前橋公園で消防隊出初式を開催。分列行進や恒例
のはしご乗りをはじめ、幼年消防クラブが鼓笛演奏、
少年消防クラブがマーチングバンドを披露します。ま
た、消防イベント広場では消防相談コーナーや起震車
での地震体験コーナー、ミニ消防車乗車体験もでき
ます。見学者は県庁北駐車場を利用してください。
日時＝１月６日㈰９時〜11時

広報まえばし　平成 31年１月１日号 12



問 前橋観光コンベンション協会 ☎０２７‐２３５‐２２１１

　赤城山を中心に本市の魅力をＰＲするキャンペーン
レディ「赤城姫・淵名姫」を募集します。申込書など詳し
くは右記二次元コードの前橋観光コンベン
ション協会ホームページをご覧ください。
対象＝本市在住・在勤・在学の高校生を除
く18歳以上で、平日を含む年間15日程度の各種イベ
ントに参加できる女性
申し込み＝１月31日㈭(必着)までに郵送で。申込書に
記入し、〒371-0023本町二丁目12-1・前橋プラザ元
気21内前橋観光コンベンション協会へ

問 市立図書館 ☎０２７‐２２４‐４３１１

　恋活イベント「本DE恋活inまえばし」を開催。自己
紹介とお薦め本紹介後、バックヤードを巡ったり２人
１組で本のカバーかけなどを体験したりすることで、
お互いの理解を深めます。費用は500円。好きな本を
１冊用意してください。詳しくは問い合わせるか同館
ホームページをご覧ください。
日時＝２月16日㈯15時〜19時
会場＝市立図書館
対象＝20歳〜34歳の独身の男女、先着各10人
申し込み＝１月８日㈫から同館へ

本が好きな人集まれ
本で交流深めませんか

赤城山を拠点にＰＲ活動
赤城姫と淵名姫を募集します

問 観光振興課 ☎０２７‐２１０‐２１８９

　赤城山頂で雪まつりを開催。大沼での氷上ワカサギ釣
り体験や、第１スキー場のゲレンデでのジュニアスキー教
室、雪上宝探し、スノーシューハイキングを行います。白
樺牧場では前橋ホワイトフェスティバルも開催。犬ぞりや
ディスクドッグなどを実施します。
日時＝２月２日㈯９時〜14時30分
会場＝赤城大沼湖畔ほか
費用＝イベントは実費

赤城山の冬といえば雪まつり
白銀の世界を満喫しよう

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-300313



英語力を仕事に生かしませんか
イングリッシュサポーターを募集

問 選挙管理委員会事務局 ☎０２７‐８９８‐６７４２

　明るい選挙啓発ポスター
コンクールの入賞作品46点
を展示します。
期日＝❶１月４日㈮〜15日㈫

（15日は12時まで）❷１月17
日 ㈭〜23日 ㈬（23日 は16時
まで）
会場＝❶は前橋プラザ元気
21内３階ホワイエ 
❷は市役所１階市民ロビー

小中高生の力作並びます
選挙啓発ポスター入賞作品を展示

問 学校教育課 ☎０２７‐８９８‐５８６４

問 文化財保護課 ☎０２７‐２８０‐６５１１

　４月から市立小学校で外国語活動や英語の授業な
どをサポートする前橋イングリッシュサポーターを募
集。申し込み期間は２月４日㈪から８日㈮までです。詳
しくは本市ホームページをご覧ください。
勤務時間＝１日５時間以内、週25時間以内
報酬＝時給１，３００円

左から
文部科学大臣・総務大臣賞　南橘中３年　吉田 天龍さん
県優秀賞　七中２年　野呂田 美咲さん
県優秀賞　木瀬中2年　森岡 萌花さん

　臨江閣でひな人形の飾り付けや片付けをするボラ
ンティアを募集します。
日時＝〈飾り付け〉１月21日㈪〈片付け〉３月11日㈪、９
時〜16時
会場＝臨江閣　
対象＝一般、先着10人
申し込み＝１月18日㈮までに文化財保護課へ

ひな人形で臨江閣を飾る
ボランティアを募集します

広報まえばし　平成 31年１月１日号 14



話題作がついに本市でも
シネマハウスで映画鑑賞

問 前橋シネマハウス ☎０２７‐２１２‐９１２７

問 創業センター ☎０２７‐２８９‐９６６６

問 障害福祉課 ☎０２７‐２２０‐５７１１
 FAX  ０２７‐２２３‐８８５６

　前橋プラザ元気21別館内、前橋シネマハウスの１
月の上映作品は次のとおり。詳しくは同館
ホームページをご覧ください。
上映作品＝「カランコエの花」、「英国総督  最後の家」、

「毎日がアルツハイマー」、「毎日がアルツハイマー2」、
「毎日がアルツハイマー  ザ･ファイナル」、「負け犬の
美学」、「日日是好日」、「ア・ゴースト・ストーリー」

　女性の起業を支援する「まえばし女子会」を開催。今回は
女性医師、ファイナンシャルプランナー、ファッションアドバ
イザーなど豊富な講師陣を招いた講演のほか、懇親会を
行います。
日時＝２月７日㈭13時30分〜18時
会場＝創業センター
対象＝女性経営者や起業を目指す女性、先着30人
費用＝1,000円（駐車場代は自己負担）
申し込み＝同センターへ

　初心者向けの手話体験教室を開催します。
日時＝２月24日㈰14時〜16時30分
会場＝総合福祉会館
対象＝市内在住・在勤・在学の手話未経験者、40人

（抽選）
申し込み＝２月８日㈮までにハガキで。住所・氏名（ふり
がな）・電話番号を記入し、〒３７１‐００１４朝日町三丁目
36‐17・市保健所内障害福祉課へ

起業家交流で女性の夢を応援
まえばし女子会を開催します

手話を学んで声を形に
手話体験教室を開催します

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-300315



前橋の地域活性化に風穴を
地域おこし協力隊を直撃！

応
募
の
き
っ
か
け
は
？

　
今
回
は
宮
城
い
い
も
ん
祭
り
に
参
加

し
て
い
る
協
力
隊
、伊
藤
さ
ん
、新
藤
さ

ん
、曽
根
田
さ
ん
の
３
人
に
密
着
で
す
。

　

伊
藤
さ
ん
は
都
内
で
シ
ェ
フ
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
地
元
食
材
を
使
っ

た
料
理
教
室
な
ど
を
開
催
し
、
食
を

と
お
し
て
地
域
貢
献
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
前
橋
に
来
ま
し
た
。
曽
根
田

さ
ん
は
国
の
た
め
に
地
方
を
維
持
し

て
い
き
た
い
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
熱
意
を
持
っ
て
い
ま
す
。
新
藤

さ
ん
は
猟
師
の
資
格
を
取
り
、
前
橋

で
狩
猟
を
行
っ
て
い
ま
す
。
有
害
鳥

獣
対
策
だ
け
で
な
く
、
狩
猟
肉
を
生

か
す
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

ピ
ッ
ツ
ァ
作
り
が
ご
縁
作
り
に

　

こ
の
日
の
協
力
隊
の
仕
事
は
ピ
ッ

ツ
ァ
作
り
教
室
の
開
催
。
ピ
ッ
ツ
ァ
作

り
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
簡
単
に
楽

し
め
て
、
協
力
隊
が
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
和
気
あ
い
あ
い
と
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し

た
。
私
た
ち
も
い
ざ
体
験
！
自
分
た
ち

で
作
っ
た
焼
き
た
て
の
ピ
ッ
ツ
ァ
は
格

別
の
お
い
し
さ
で
し
た
。

　都市部から地方へ生活拠点を移し、その土地
で地域協力活動を行う地域おこし協力隊。前橋で
は現在５人が活動しています。平成29年６月から
移住し３年の活動期間も折り返しの時期に。彼ら
の今とこれからを取材しました。

小内香生流・熊木奏来・髙橋梨華・吉田裟野担当

問 生活課 ☎０２７‐８９８‐６510

市民が作る市民編集のページ
Vol.128

SNSも見てください ！

インスタグラム フェイスブック

広報まえばし　平成 31年１月１日号 16



活
動
は
苦
労
も
や
り
が
い
も

　
「
以
前
の
仕
事
は
利
益
の
追
求
が
目
的

だ
っ
た
」と
言
う
伊
藤
さ
ん
。今
は
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
、日
々
の
活
動

に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。赤
城
山

で
の
羊
の
放
牧
に
協
力
し
て
い
る
曽
根

田
さ
ん
は
、宗
教
上
の
理
由
で
豚
肉
が
食

べ
ら
れ
な
い
外
国
人
へ
の
対
応
を
提
唱

し
て
い
ま
す
。「
畜
産
に
は
休
み
が
な
い

か
ら
大
変
。で
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す

ね
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。地
域
活
性

に
対
す
る
考
え
は
そ
れ
ぞ
れ
だ
か
ら
地

域
の
人
と
食
い
違
い
が
生
ま
れ
る
こ
と

も
あ
る
と
語
る
新
藤
さ
ん
。　
「
そ
こ
に

一
歩
踏
み
込
む
こ
と
は
大
変
だ
け
ど
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
」

　
前
橋
に
来
た
当
初
は
話
を
聞
い
て
も

ら
え
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
今
で
は
地
域
の
人
と
関
係
を
構
築

し
、
協
力
し
て
企
画
を
成
し
遂
げ
る
こ

と
に
喜
び
を
見
出
し
て
い
ま
す
。

残
り
の
期
間
で
何
を
す
る
か

　
前
橋
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
「
フ

リ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
型
」。
そ
の
た
め
、

協
力
隊
は
個
々
の
経
験
や
ス
キ
ル
を
生

か
し
自
由
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
分
、
３
年
間
で
何
を
達
成
す

る
の
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
が
自
身
の
目
標
に
つ
な
が
る
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
る
今
。「
こ
こ
で
何
か

を
成
し
遂
げ
た

い
」
と
い
う
共

通
の
思
い
を
持

つ
協
力
隊
の
こ

れ
か
ら
に
引
き

続
き
注
目
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　これからは協力隊が活動す
る農業地域と協力隊の活動に
注視していきたいです。（髙橋）

　大変だけどやりがいのある
仕事。皆さんの目標が実現で
きたら素敵です。（小内）

　協力隊と私たち市民が力を
合わせることが地域活性化へ
の一歩だと思いました。（熊木）

　私たち若者も自分が住む街
に関心を持ち、まちづくりに取
り組むことが大切だと痛感しま
した。（吉田）

今回は別のイベント参加で取材できませんでしたが…

落合 宏美さん

曽根田 高輝さん 伊藤 武さん

新藤 裕登さん

林 利和さん

全隊員が日々精力的に活動しています

とても

おいし
かった

！

編集後記

ピッツァ作
りを

体験！
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い
き
い
き

ま
え
ば
し
人

C I T Y  W A T C H I N G

　

１
月
13
日
㈰
に
開
催
予
定
の
、

第
71
回
前
橋
市
成
人
祝
で
企
画
運

営
委
員
長
を
務
め
る
永
島
さ
ん
。

同
い
年
の
23
人
の
実
行
委
員
と
協

力
し
て
一
生
に
一
度
の
晴
れ
舞
台

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
「
全
体
の
流
れ
を
決
め
た
り
、
前

橋
市
内
の
名
所
を
巡
っ
た
動
画
を

作
成
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
実
行

委
員
同
士
は
初
対
面
で
初
め
は
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　

現
在
大
学
で
ス
ポ
ー
ツ
の
ト
レ 

ー
ナ
ー
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
学
ぶ
学
部
に
在
籍
す
る
永
島
さ

ん
。
小
３
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
始
め

高
校
時
代
は
青
森
県
の
強
豪
校
で

腕
を
磨
い
た
サ
ッ
カ
ー
少
年
だ
。

　
「
卒
業
後
は
サ
ッ
カ
ー
関
係
の
仕

事
か
、
サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込
ん
で

き
た
か
ら
こ
そ
今
ま
で
や
っ
て
こ

な
か
っ
た
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
」

　
「
正
直
、
成
人
の
実
感
は
ま
だ
湧

い
て
い
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
、
少
し

ず
つ
大
人
と
し
て
成
人
と
し
て
、

責
任
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

将
来
に
つ
い
て
等
身
大
の
考
え

を
話
す
永
島
さ
ん
。
式
典
で
は
久

し
ぶ
り
の
友
人
と
会
う
の
が
楽
し

み
と
し
な
が
ら
も
、「
平
成
最
後
の

成
人
式
。
ま
ず
は
成
功
さ
せ
る
こ

と
。
み
ん
な
の
記
憶
に
残
る
式
に

し
ま
す
」
と
語
る
。

　

既
に
芽
生
え
て
い
る
責
任
感
と

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
チ
ー
ム
プ

レ
ー
の
ス
キ
ル
で
、
式
典
を
成
功

さ
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

み
ん
な
の
記
憶
に
残
る
式
に

成
人
祝
企
画
運
営
委
員
長

永
島 

卓
徒
さ
ん
・
20
歳

　
鶴
が
谷
町

　

萩
原
朔
美
文
学
館
長
が
各
界
の

著
名
人
と
対
談
。
さ
ま
ざ
ま
な
領

域
で
活
躍
す
る
館
長
の
素
顔
に
迫

り
ま
す
。
今
回
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
迎
康
子
さ
ん
の
朗
読
＆
ト
ー
ク

「
芥
川
を
読
む
」（
一
部
）
を
お
届

け
し
ま
す
。

●
芥
川
作
品
の
朗
読

萩
原　

芥
川
の
作
品
は
読
ん
で
み

て
ど
ん
な
印
象
で
し
た
か
。

迎　

ど
れ
も
一
つ
の
作
品
と
し
て

完
結
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
時
間
の

関
係
で
少
し
短
く
し
た
く
て
も
絶

対
許
さ
な
い
し
、
揺
る
ぎ
な
い
か

ら
あ
っ
ち
を
や
め
て
こ
っ
ち
に
し

よ
う
が
で
き
な
い
。
全
く
無
駄
が

な
い
と
い
う
か
、
す
ご
く
し
っ
か

り
構
築
さ
れ
て
い
る
印
象
で
す
。

●
朔
太
郎

の
詩
と
印
象

萩
原　

朔
太

郎
の
詩
も
朗

読
し
て
い
ま

す
よ
ね
。
ど

う
で
す
か
。

迎　

と
て
も
リ
ズ
ム
が
よ
く
て
映

像
的
で
す
よ
ね
。
朔
太
郎
は
音
楽

や
カ
メ
ラ
も
や
っ
て
い
た
し
、
お

そ
ら
く
自
分
で
音
楽
や
映
像
を
感

じ
な
が
ら
作
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
。
芥
川
は
朔
太
郎
を
詩
人

で
あ
り
思
想
家
で
も
あ
る
と
言

い
、「
宿
命
は
不
幸
に
も
萩
原
君

に
は
理
智
を
与
へ
た
」「
理
智
は

い
つ
も
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で
あ
る
。

時
に
は
そ
の
所
有
者
自
身
を
も
粉

砕
せ
ず
に
は
置
か
ぬ
ダ
イ
ナ
マ
イ

ト
で
あ
る
」
と
表
現
し
た
よ
う
で

す
ね
。

萩
原　

何
か
も
の
を
作
る
時
に
は

自
意
識
も
超
え
て
自
由
に
至
ら
な

い
と
い
け
な
い
ん
で
す
け
ど
、
芥

川
は
理
智
を
重
ね
て
自
由
に
至
ろ

う
と
思
っ
た
人
。
朔
太
郎
は
感
性

か
ら
理
智
に
行
っ
て
自
由
に
至
ろ

う
と
思
っ
た
人
で
逆
な
ん
で
す
よ
。

だ
け
ど
芥
川
は
、
自
分
が
一
番
朔

太
郎
を
理
解
し
て
い
る
と
言
っ
て

い
る
の
が
面
白
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
了
）

問前橋文学館 
☎ 027-235-8011

vol.11

萩原朔美
河畔奇譚

観客の質問に丁寧に答える迎さん

朗読の感想を伝え合う二人
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C I T Y  W A T C H I N G

CLOSE UP
クローズアップ

事
か
、
サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込
ん
で

き
た
か
ら
こ
そ
今
ま
で
や
っ
て
こ

な
か
っ
た
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
」

　
「
正
直
、
成
人
の
実
感
は
ま
だ
湧

い
て
い
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
、
少
し

ず
つ
大
人
と
し
て
成
人
と
し
て
、

責
任
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

将
来
に
つ
い
て
等
身
大
の
考
え

を
話
す
永
島
さ
ん
。
式
典
で
は
久

し
ぶ
り
の
友
人
と
会
う
の
が
楽
し

み
と
し
な
が
ら
も
、「
平
成
最
後
の

成
人
式
。
ま
ず
は
成
功
さ
せ
る
こ

と
。
み
ん
な
の
記
憶
に
残
る
式
に

し
ま
す
」
と
語
る
。

　

既
に
芽
生
え
て
い
る
責
任
感
と

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
チ
ー
ム
プ

レ
ー
の
ス
キ
ル
で
、
式
典
を
成
功

さ
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

岡本太郎の思想を知る
　12月15日 に ア ー ツ 前 橋 で
企画展「岡本太郎と『今日の
芸術』　絵はすべての人の創る
もの」の展示作品を学芸員が
解説するギャラリーツアーを
実施。参加者は岡本太郎のメ 
ッセージを読み解きながら作
品を見て回りました。企画展
は１月14日㈪まで開催中です。

議場に音色響かせる

迫真の演技で観客魅了

　議場コンサートを12月14日
に開催。富士見中吹奏楽部の
１・２年生が「赤城嶺に」や

「Let’s swing」などを演奏し
盛り上がりました。生徒の元
気な曲目紹介に傍聴者が笑顔
になる場面も。アンコールも
行われ、演奏終了後には大き
な拍手が送られました。

　12月16日に昌賢学園まえば
しホールで、市民芸術文化祭
の演劇公演を行いました。演
目は、明治期の芝居小屋など
を舞台に、主従の入れ替わり
が も た ら す 悲 喜 劇 を 描 い た

「もとの黙阿弥」。来場者は、
華やかな舞台と迫真の演技に
引き込まれていました。
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　本紙12月15日号14ページに掲載した、かすかわ・ふじみ老人福祉セ
ンターの年末年始休業日に誤りがありました。お詫びして訂正します。
　誤  12月28日㈮〜１月７日㈪　　正  12月28日㈮〜１月６日㈰

申申し込み　問問い合わせ

環
境
影
響
評
価
書
を
縦
覧

　

高
崎
工
業
団
地
造
成
組
合
で
、（
仮

称
）
高
崎
市
総
合
卸
売
市
場
周
辺
造

成
事
業
に
か
か
る
環
境
影
響
評
価
書

を
作
成
。関
係
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

事
業
区
域
＝
高
崎
市
柴
崎
町
、
下
大

類
町
、
栗
崎
町
の
各
一
部

関
係
地
域
＝
横
手
町
の
一
部

期
日
＝
１
月
９
日
㈬
〜
２
月
８
日
㈮

縦
覧
場
所
＝
高
崎
市
役
所
産
業
・
流

通
基
盤
整
備
室
（
高
崎
市
高
松
町
）、

県
庁
環
境
政
策
課（
大
手
町
一
丁
目
）、

県
西
部
環
境
森
林
事
務
所
（
高
崎
市

台
町
）

問
高
崎
市
産
業
・
流
通
基
盤
整
備
室

☎
０
２
７
‐
３
２
１
‐
１
３
２
１

小
規
模
修
繕
契
約
に
は
登
録
を

　

平
成
31
（
２
０
１
９
）・
32
（
２

０
２
０
）
年
度
に
本
市
が
発
注
す
る

小
規
模
修
繕
工
事
の
契
約
希
望
者
は
、

登
録
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
登
録
す
る
と
建
設
工
事
競
争
入

札
参
加
資
格
の
認
定
を
受
け
て
い
な

い
事
業
者
で
も
、
金
額
が
80
万
円
以

下
の
簡
易
な
修
繕
工
事
の
業
者
選
定

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
年
金
は
、
老

後
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、

現
役
世
代
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え

で
作
ら
れ
た
仕
組
み
。
け
が
や
病
気

な
ど
で
一
定
の
障
害
が
残
っ
た
と
き

に
受
け
ら
れ
る
障
害
年
金
な
ど
の
保

障
も
あ
り
ま
す
。
20
歳
に
な
る
と
日

本
年
金
機
構
か
ら
国
民
年
金
加
入
の

案
内
通
知
を
郵
送
。
市
役
所
か
最
寄

り
の
年
金
事
務
所
で
加
入
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
を
納
め

る
の
が
難
し
い
場
合
は
、
申
請
で
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
ま
た
は
免
除
さ

れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
や
、
保
険

料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
も
あ
り
ま

す
。
将
来
や
万
が
一
の
た
め
に
保
険

料
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
５
４

国
保
税
を
年
金
か
ら
天
引
き

　

来
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
特

別
徴
収
の
仮
徴
収
税
額
は
、
本
年
度

の
税
額
を
基
に
算
出
し
ま
す
。
既
に

特
別
徴
収
し
て
い
る
人
は
２
月
の
徴

収
額
と
同
額
で
す
。
改
め
て
お
知
ら

せ
は
し
ま
せ
ん
。

特
別
徴
収
対
象
者
＝
次
の
全
て
を
満

た
す
人
。
❶
世
帯
主
が
国
保
加
入
者

❷
世
帯
の
国
保
加
入
者
が
全
員
65
歳

以
上
74
歳
未
満
❸
世
帯
主
の
年
金
受

給
額
が
年
額
18
万
円
以
上
❹
介
護
保

険
料
と
の
天
引
き
合
算
額
が
年
金
受

給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
❺
世

帯
主
の
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ

れ
て
い
る
（
来
年
度
中
に
75
歳
に
な

る
人
の
い
る
世
帯
は
除
く
）

徴
収
月
＝
右
表
の
と
お
り

●
納
付
方
法
の
選
択

　

特
別
徴
収
の
対
象
者
は
口
座
振
替

に
よ
る
納
付
も
選
べ
ま
す
（
納
付
書

払
い
は
不
可
）。
希
望
す
る
人
は
、

国
民
健
康
保
険
税
納
付
方
法
変
更
申

出
書
を
市
役
所
国
民
健
康
保
険
課
か

各
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
５
０

対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

工
事
内
容
＝
大
工
・
左
官
・
屋
根
・

タ
イ
ル
・
ブ
ロ
ッ
ク
・
石
・
ガ
ラ
ス
・

錠
・
鍵
・
畳
・
空
調
設
備
・
ガ
ス
設

備
・
電
気
設
備
な
ど
の
修
繕
工
事

案
内
・
申
込
書
の
配
布
＝
１
月
15
日

㈫
か
ら
市
役
所
契
約
監
理
課
か
大
胡

支
所
内
東
部
建
設
事
務
所
で
。
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す

申
２
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮
に
郵
送

（
書
留
。
必
着
）
で
。
ま
た
は
市
役

所
契
約
監
理
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９

８
‐
６
２
８
８
）
へ
直
接

図
書
館
の
各
分
館
が
休
館
し
ま
す

　

１
月
21
日
㈪
か
ら
24
日
㈭
ま
で
、

特
別
整
理
で
市
立
図
書
館
各
分
館
が

休
館
。
市
立
図
書
館
本
館
と
こ
ど
も

図
書
館
は
通
常
通
り
開
館
し
ま
す
。

問
市
立
図
書
館

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
４
３
１
１

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
へ
の
加

入
と
保
険
料
の
納
付
が
法
律
で
義
務

く
ら
し
の
情
報

本
庁
・
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

元
気
21
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー　
　
　
　
10
時
〜
19
時

窓 口
業務時間

お
知
ら
せ

国民健康保険税特別徴収月

対象者 仮徴収 本徴収

特別徴収の人、４月２
日〜10月１日に要件を
満たした人

４月・６月・
８月

10月・12月・
来年２月10月２日〜12月１日

に要件を満たした人 ６月・８月

12月２日〜２月１日に
要件を満たす人 ８月

※４月または６月から新たに特別徴収になる人には、事
前に通知書を郵送。８月から開始になる人は、７月に送
付する来年度の納税通知書で確認してください。
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ベ
ト
ナ
ム
を
も
っ
と
知
ろ
う

　

国
際
理
解
講
座
を
開
催
。
共
愛
学

園
前
橋
国
際
大
留
学
生
な
ど
４
人
を

講
師
に
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
理
解
を
深
め
、

交
流
を
広
げ
ま
す
。

日
時〈
❶
基
礎
編
〉１
月
19
日
㈯〈
❷

応
用
編
〉
26
日
㈯
、
13
時
30
分
〜
15

時
30
分
〈
❸
料
理
教
室
〉
２
月
23
日

㈯
10
時
〜
14
時

会
場
＝
❶
❷
は
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

❸
は
第
三
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
内
）

対
象
＝
一
般
、
❶
❷
は
先
着
各
35
人

❸
は
先
着
24
人

費
用
＝
❸
は
１
，
７
０
０
円
（
留
学

生
は
５
０
０
円
）

申
市
国
際
交
流
協
会

☎
０
２
７
‐
２
４
３
‐
７
７
８
８
へ

食
べ
て
学
ぼ
う
食
事
の
こ
と

　　

か
ら
だ
健
や
か
昼
食
会
を
開
催
。

昼
食
を
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
、
食
事

の
整
え
方
や
口
の
手
入
れ
の
こ
つ
を

学
び
ま
す
。

日
時
＝
２
月
６
日
㈬
11
時
30
分
〜
13

時
30
分

会
場
＝
上
川
淵
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

対
象
＝
市
内
在
住
で
、
65
歳
以
上
の

１
人
暮
ら
し
の
人
か
65
歳
以
上
の
み

世
帯
の
人
、
先
着
20
人

費
用
＝
３
０
０
円

申
１
月
30
日
㈬
ま
で
に
長
寿
包
括
ケ

ア
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
３
３
へ

楽
し
い
カ
フ
ェ
で
認
知
症
考
え
る

　　

お
茶
や
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
な

が
ら
、
認
知
症
や
そ
の
支
援
を
考
え

る
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
１
月
16
日
㈬
13
時
〜
15
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
市
内
在
住
で
認
知
症
の
人
と

家
族
、
認
知
症
支
援
に
関
心
の
あ
る

人
、
先
着
30
人

申
長
寿
包
括
ケ
ア
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
３
３
へ

総
合
教
育
プ
ラ
ザ

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
９
０
９
２

　

教
職
員
自
作
・
教
材
教
具
展
を
開

催
。
教
職
員
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
作

成
し
た
教
材
や
教
具
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
１
月
11
日
㈮
〜
２
月
１
日
㈮
、

９
時
〜
17
時
（
土
曜
は
12
時
ま
で
。

日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

前
橋
こ
ど
も
図
書
館

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
８
８
３
３

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト
名
・
日
時
＝
〈
❶
お
は
な

し
の
会
〉
１
月
５
日
を
除
く
毎
週
土

曜
、
13
時
30
分
〜
14
時
〈
❷
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
絵
本
引
き
換
え
＆
お
は
な

し
会
〉１
月
５
日
を
除
く
毎
週
土
曜
、

13
時
〜
15
時
〈
❸
た
こ
さ
ん
の
お
は

な
し
や
〉
１
月
３
日
・
17
日
を
除
く

毎
週
木
曜
、
11
時
30
分
〜
12
時
〈
❹

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
お
は
な
し
会
〉
１

月
18
日
㈮
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

〈
❺
は
じ
め
て
絵
本
の
お
は
な
し
会
〉

１
月
27
日
㈰
11
時
〜
12
時

対
象
＝
❷
は
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
絵
本

引
き
換
え
対
象
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護

者
❹
❺
は
１
歳
児
ま
で
と
保
護
者

赤
城
少
年
自
然
の
家

☎
０
２
７
‐
２
８
７
‐
８
２
２
７

　
「
赤
城
山
★
冬
の
探
検
隊
」を
開
催
。

赤
城
山
の
冬
を
味
わ
う
自
然
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

期
日
＝
１
月
19
日
㈯
〜
20
日
㈰
（
１

泊
２
日
）

対
象
＝
小
１
〜
中
３
、
先
着
20
人

費
用
＝
５
，
８
０
０
円

申
同
館
へ

前
橋
テ
ル
サ

☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
３
９
４
３

　

群
馬
バ
ロ
ッ
ク
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

「
バ
ッ
ハ
・
バ
ッ
ハ
・
バ
ッ
ハ
!!
」

を
開
催
。指
揮
は
中
田
延
亮
さ
ん
で
す
。

日
時
＝
２
月
１
日
㈮
19
時

費
用
＝
一
般
３
，
０
０
０
円
（
高
校

生
以
下
１
，
０
０
０
円
）

申
同
館
へ

前
橋
け
い
り
ん

期
日
＝
〈
場
外
〉
１
月
１
日
㈫
〜
７

日
㈪
・
11
日
㈮
・
12
日
㈯
・
14
日
㈪
・

17
日
㈭
〜
20
日
㈰
・
23
日
㈬
〜
31
日

㈭
〈
本
場
〉
１
月
28
日
㈪
〜
30
日
㈬

問
公
営
事
業
課

☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
４
５
０
８

●
ぐ
ん
ぎ
ん
地
方
創
生
私
募
債

＝
前
橋
技
工
よ
り
10
万
円
を
道

路
管
理
の
た
め
に
、
ソ
ウ
ワ
・

デ
ィ
ラ
イ
ト
よ
り
10
万
円
を
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
地

域
活
性
化
の
た
め
に

催　

し
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申申し込み　問問い合わせ

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
２
５
４
８

●
１
月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

日
時
＝
〈
❶
平
日
〉
15
時
30
分
〈
土

日
曜
・
祝
日
〉
❷
10
時
30
分
❸
11
時

30
分
❹
13
時
30
分
❺
15
時
30
分

内
容
＝
❶
の
火
木
曜
と
❷
❹
は
星
座

の
お
話「
い
っ
か
く
じ
ゅ
う
の
ユ
ニ
」

❶
の
水
金
曜
と
❸
❺
は
天
文
学
シ
リ 

ー
ズ
「
明
る
さ
が
変
わ
る
星
〜
変
光

星
の
ふ
・
し
・
ぎ
」

●
理
科
研
究
発
表
会
優
秀
作
品
展

期
日
＝
１
月
12
日
㈯
〜
２
月
１
日
㈮

展
示
作
品
＝
元
総
社
南
・
山
王
小
、

木
瀬
中

●
県
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
交
流
会

日
時
＝
１
月
12
日
12
時
30
分
〜
15
時

50
分

内
容
＝
県
内
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の

活
動
発
表
と
、
緑
の
少
年
団
の
体
験

発
表

🅐
こ
ど
も
り
か
「
ふ
し
ぎ
だ
い
す
き

た
の
し
い
じ
っ
け
ん
」

日
時
＝
２
月
９
日
㈯
❶
10
時
〜
12
時

❷
13
時
〜
15
時

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
学
（
園
）
の

年
長
〜
小
３
、
各
20
人
（
抽
選
。
年

長
児
は
保
護
者
同
伴
）

費
用
＝
２
０
０
円

🅑
お
も
し
ろ
実
験
教
室
「
遠
く
ま
で

飛
ぶ
木
の
実
の
不
思
議
」

日
時
＝
２
月
９
日
10
時
〜
12
時

費
用
＝
２
０
０
円

🅒
わ
く
わ
く
教
室
「
羊
毛
ｄ
ｅ
ふ
わ

ふ
わ
く
ま
さ
ん
」

日
時
＝
２
月
17
日
㈰
13
時
30
分
〜
16
時

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
学
の
小
１
〜

小
６
、
20
人
（
抽
選
。
小
３
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

費
用
＝
６
０
０
円

申
以
上
の
３
つ
は
１
月
25
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
（
１
人

１
通
）。
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

保
護
者
名
・
学
校
（
園
）
名
・
学
年
・

電
話
番
号
、
🅐
は
希
望
時
間
帯
を
記

入
し
、
〒
３
７
１
‐
０
０
１
３
西
片

貝
町
五
丁
目
８
・
児
童
文
化
セ
ン

タ
ー
「
各
教
室
係
」
へ

子
ど
も
の
支
援
を
し
ま
せ
ん
か

　

児
童
生
徒
の
学
習
支
援
な
ど
を
行

う
臨
時
職
員
を
募
集
。
面
接
日
は
申

し
込
み
時
に
通
知
し
ま
す
。

職
種
・
対
象
・
業
務
内
容
＝
下
表
の

と
お
り

雇
用
期
間
＝
４
月
か
ら
学
期
ご
と

勤
務
時
間
＝
１
日
５
時
間
（
週
25
時

間
以
内
）

報
酬
＝
時
給
９
６
０
円

申
１
月
29
日
㈫
〜
２
月
１
日
㈮
に
履

歴
書
、
４
０
０
字
以
内
で
志
望
動
機

を
記
入
し
た
Ａ
４
用
紙
、
返
信
用
封

筒
（
宛
先
に
本
人
の
住
所
氏
名
を
記

載
し
82
円
切
手
を
貼
付
）を
持
参
し
、

❶
❷
は
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
（
☎
０
２

７
‐
２
３
０
‐
９
０
９
５
）
❸
は
市

役
所
青
少
年
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９

８
‐
５
８
７
６
）
へ

崎高
元日・２日は高崎だるま市へ
　高崎だるま市を開催。昨年は35万人でにぎ
わいました。パスタやもつ煮などが楽しめる
開運たかさき食堂が出店するほか、ＮＨＫの
Ｅテレでおなじみのタニケンさんによるファ
ミリーステージなど、見て楽しめるイベント
も充実。高崎市内の初詣スポットを巡る無料
バスは、大幅に増便し10分間隔で運行します。
縁起の良い年初めに、高崎のだるま市へぜひ
お越しください。
日時＝１月１日㈫・２日㈬、10時〜16時
会場＝高崎駅西口駅前通り
問高崎観光協会
☎027-330-5333

催　

し

募　

集

臨時職員募集一覧
職種 対象 業務内容

❶
学習サポー
ター

障害児支援や幼稚園・小中
学校での学習支援経験者

学級担任や教科担任と協
力し、特別な支援を必要
とする子どもたちへの学
習を支援

❷
特別支援学
級介助員

障害児の教育や障害者の介
助に従事した経験がある人

特別支援学級児童生徒の
指導援助

❸
スクールア
シスタント

次の全てを満たす人。❶子
どもの教育に関わったか、
それに準じた経験がある❷
学校教育に理解がある❸心
身共に健康で意欲がある

不登校傾向など学校生活
に悩みのある児童生徒の
支援
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ヤ
マ
ト
市
民
体
育
館
前
橋

☎
０
２
７
‐
２
６
５
‐
０
９
０
０

　

各
種
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

❶
経
験
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

日
時
＝
２
月
７
日
㈭
〜
３
月
12
日
㈫

の
火
木
曜
８
回
、
19
時
〜
20
時
30
分

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
経
験
者
、

40
人
（
抽
選
）

費
用
＝
３
，
４
０
０
円

❷
ス
タ
ビ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

日
時
＝
２
月
10
日
㈰
10
時
〜
15
時

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
先
着

10
人

費
用
＝
２
万
１
，
６
０
０
円

申
❶
は
１
月
16
日
㈬
❷
は
２
月
１
日

㈮
（
各
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で
（
１
人
１
通
）。
教
室
名
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢･

電
話
番
号
、
❷
は
Ｔ

シ
ャ
ツ
サ
イ
ズ
（
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｌ
・
Ｏ
）

を
記
入
し
、
〒
３
７
１
‐
０
８
１
６

上
佐
鳥
町
４
６
０
‐
７
・
ヤ
マ
ト
市

民
体
育
館
前
橋
へ

日
本
語
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

日
常
生
活
に
役
立
つ
外
国
人
の
た

め
の
日
本
語
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
〈
教
室
授
業
〉
❶
１
月
16
日

〜
３
月
27
日
の
水
曜
11
回
❷
１
月
10

日
〜
３
月
28
日
の
木
曜
12
回
❸
１
月

12
日
〜
３
月
30
日
の
土
曜
12
回
、
18

時
30
分
〜
20
時〈
少
人
数
レ
ッ
ス
ン
〉

❹
１
月
16
日
〜
３
月
27
日
の
水
曜
10

回
❺
１
月
12
日
〜
３
月
23
日
の
土
曜

10
回
、
10
時
15
分
〜
11
時
45
分

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
（
❷
は

総
社
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

対
象
＝
市
内
か
近
隣
市
町
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
外
国
人

申
市
国
際
交
流
協
会

☎
０
２
７
‐
２
４
３
‐
７
７
８
８
へ

膝
の
痛
み
を
予
防
し
よ
う

　

ひ
ざ
痛
予
防
教
室
を
開
催
。
痛
み

を
予
防
、
改
善
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
２
月
６
日
㈬
・
20
日
㈬
、
13

時
30
分
〜
15
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
医
師
か
ら
運
動
制
限
を
さ
れ
て

い
な
い
65
歳
以
上
の
人
、20
人
（
抽
選
）

申
１
月
25
日
㈮
ま
で
に
長
寿
包
括
ケ

ア
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
３
３
へ

前
橋
テ
ル
サ

☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
３
９
４
３

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

講
座
名
・
期
日
＝
〈
ヨ
ガ
ベ
ー
シ
ッ

ク
〉
１
月
８
日
〜
３
月
19
日
の
火
曜

６
回
〈
パ
ソ
コ
ン
講
座
「
就
職
・
自

治
会
に
役
立
つ
！
ワ
ー
ド
初
級
」〉

１
月
10
日
〜
２
月
７
日
の
木
曜
５
回

〈
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
講
座
「
は

じ
め
の
一
歩
」〉
１
月
30
日
㈬
〈
パ

ソ
コ
ン
講
座
「
自
治
会
で
使
え
る
！

見
や
す
い
文
書
の
作
り
方
」〉
２
月

１
日
㈮

申
同
館
へ

老人福祉センター 65歳未満は要入場料（ふじみは60歳未満）

他にもイベントがたくさん。詳しくは各館へ問い合わせてください。

しきしま ☎027-233-2121
● 出前講座「自然災害から身
を守る」
日時＝１月28日㈪13時30分
〜14時30分
対象＝どなたでも、先着30人
申 １月21日㈪から同館へ

ひろせ ☎027-261-0880
● プリザーブドフラワー教室
日 時 ＝1月28日 ㈪13時30分
〜15時
対象＝どなたでも、先着10人
費用＝1,000円
用意する物＝手芸用ワイヤー
はさみ（貸し出しも可能）
申 １月15日㈫から同館へ

おおとも ☎027-252-3077
● G&B SKOHバンド演奏会
日時＝１月20日㈰12時〜13時

かすかわ ☎027-285-3801
● 一日教室「手を洗おう ‐
感染症に気を付けて」
日時＝１月21日㈪13時30分
〜14時30分
対象＝どなたでも、先着15人
申 １月10日㈭から同館へ

ふじみ ☎027-288-6113
● 防犯講座「身近な防犯知識」
日時＝１月23日㈬13時30分
〜14時30分
対象＝どなたでも、先着20人
申 １月８日㈫から同館へ

講
座
・
教
室

○10分番組
健康、子育て、環境、
観光、文化・芸術、
生涯学習など、さま
ざまなジャンルの番
組 を10分 間 で お 届
けします。

［ 毎 週 火 木 土 曜 ］ 
9:49 再放送は火木
曜18:20 土曜13:49

○ まえばし情報ス
テーション

　5 分番組
旬な前橋をお伝え
します。

［月〜金］ 7:54 
再放送は17:54 　

ス
ポ
ー
ツ

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-300323



申申し込み　問問い合わせ

通
所
型
Ａ
従
事
者
向
け
講
習
会

　

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
実
施
予
定
の

事
業
所
従
事
者
を
対
象
に
講
習
会
を

開
催
。
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
は
従
事

者
の
う
ち
１
人
以
上
の
受
講
が
必
須

で
す
。

日
時
＝
２
月
７
日
㈭
・
８
日
㈮
、
13

時
30
分
〜
16
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
一
般
、
先
着
各
25
人

申
１
月
25
日
㈮
ま
で
に
長
寿
包
括
ケ

ア
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
３
３
へ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
研
修

　

総
合
事
業
（
介
護
保
険
制
度
）
の

開
始
に
よ
り
、
訪
問
介
護
員
の
資
格

要
件
が
緩
和
。
こ
れ
に
従
事
す
る
人

の
養
成
研
修
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
よ
り
短
期
間
で
安
価
に
資
格
を

取
得
で
き
ま
す
。

日
時
＝
２
月
13

日
㈬
〜
22
日
㈮

（
21
日
㈭
と
土
日

曜
を
除
く
）
９

時
30
分
〜
16
時

15
分
（
２
月
13

日
は
15
時
25
分

ま
で
、
22
日
は
12
時
30
分
ま
で
）

会
場
＝
群
馬
医
療
福
祉
大
短
期
大
学

部
（
川
曲
町
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
35
人

費
用
＝
２
，
５
９
２
円

申
１
月
30
日
㈬
ま
で
に
長
寿
包
括
ケ

ア
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
７
６
へ

創
業
の
夢
の
実
現
を
応
援
し
ま
す

　

創
業
ス
ク
ー
ル
を
開
催
。
創
業
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
専
門
家
か
ら
学
び
ま
す
。

日
時
＝
１
月
29
日
〜
２
月
19
日
の
火

曜
４
回
、
18
時
30
分
〜
21
時

会
場
＝
創
業
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
で
起
業
を
目
指
す
か
、

開
業
後
５
年
以
内
の
人
、
先
着
20
人

申
前
橋
商
工
会
議
所

☎
０
２
７
‐
２
３
４
‐
５
１
１
１
へ

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て

　

心
肺
蘇
生
法
や
傷
病
者
の
管
理
法

な
ど
を
学
ぶ
上
級
救
命
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
＝
１
月
27
日
㈰
９
時
〜
18
時

会
場
＝
消
防
局

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
中
学
生

以
上
、
先
着
40
人

申
１
月
16
日
㈬
か
ら
警
防
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
４
５
１
３
へ

１月の各種無料相談

相談名・問い合わせ 日　時 会　場

法律相談
☎027-898-6100

火曜13時〜16時（予約
は電話で。前週の木曜
14時〜月曜17時までか
先着９人まで）

市役所市民相談室
※相談は年度内に
１人１回

行政相談
☎027-898-6100

１月８日㈫
13時〜15時

かすかわ老人福祉
センター

１月９日㈬・２月６日㈬
13時〜15時 富士見公民館

１月10日㈭
13時〜15時 大胡支所

１月11日㈮
13時〜15時

上川淵市民サービス
センター

１月16日㈬
13時〜16時 市役所市民相談室

１月18日㈮
13時〜15時 宮城支所

１月25日㈮
13時〜15時

南橘市民サービス
センター

２月１日㈮
13時〜15時

東市民サービス
センター

※市民相談（☎027-898-6100）、家庭児童相談（☎027-223-4148）、母子・父子家庭相談（☎027-220-5701）は平日の８時30分～17時
15分。教育・青少年相談（☎027-230-9090）は平日の９時～19時、土曜は９時～17時。DV相談（☎027-898-6524）、女性・セクハラ
相談（☎027-898-6520）、就学に向けての相談（☎027-210-1234）、消費生活・多重債務相談（☎027-230-1755）は平日の９時～17時。
自殺予防「群馬いのちの電話」（☎027-221-0783）は９時～24時。

人
権
標
語

優
し
さ
で
　
広
が
る
友
情
　
な
く
な
る
い
じ
め

南
橘
中
１
年

滝
林 

畝
那
さ
ん

相談名・問い合わせ 日　時 会　場

司法書士・土地家屋調査士相談
☎027-898-6100

１月11日㈮
13時〜16時

市役所
市民相談室

公証相談
☎027-898-6100

１月21日㈪
13時〜15時

行政書士相談
☎027-898-6100

２月４日㈪
13時〜16時

月いち健康相談
☎027-220-5708

１月24日㈭
９時〜11時 前橋保健センター

精神科医によるこころの相談
☎027-220-5787

１月９日㈬・30日㈬、
13時30分〜15時（各予約制）

市保健所
ひきこもりの若者の相談
☎027-220-5787

１月15日㈫、
13時30分〜16時（要予約）

心配ごと相談
☎027-237-5006

月曜〜金曜、
13時〜16時 総合福祉会館

外国人相談
（英語・中国語・ポルトガル
語・スペイン語）
☎027-243-7788

月曜・13時〜17時、
木曜・９時〜13時

市役所
外国人相談窓口

講
座
・
教
室
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●
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　
予
備
自
衛
官
補
（
❶
一
般
❷
技
能
）

と
自
衛
官
候
補
生
（
❸
）
を
募
集
し

ま
す
。

対
象
＝
❶
は
18
歳
〜
33
歳
❷
は
18
歳

〜
54
歳
（
保
有
技
能
に
応
じ
て
上
限

は
変
化
）
❸
は
18
歳
〜
32
歳

試
験
日
＝
❶
❷
は
受
付
時
に
連
絡
❸

は
１
月
20
日
㈰
か
２
月
９
日
㈯
か
３

月
９
日
㈯
の
い
ず
れ
か

申
❶
❷
は
４
月
12
日
㈮
ま
で
に
自
衛

隊
前
橋
募
集
案
内
所
（
城
東
町
二
丁

目
☎
０
２
７
‐
２
３
３
‐
８
９
６
０
）

へ
直
接
❸
は
同
所
へ
直
接

●
宝
く
じ
助
成
金
を
活
用

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く

じ
の
収
益
金
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度

は
飯
土
井
町
自
治
会
が
公
民
館
の
建

て
替
え
の
た
め
に
活
用
し
ま
し
た
。

問
生
活
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
３
６

●
お
も
ち
ゃ
の
病
院

日
時
＝
❶
１
月
13
日
㈰
❷
15
日
㈫
❸

20
日
㈰
、
10
時
〜
12
時

会
場
＝
❶
は
南
橘
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
❷
は
城
南
支
所
❸
は
総
合
福

祉
会
館

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
３
２
‐
３
８
４
８

ま
で
、
22
日
は
12
時
30
分
ま
で
）

会
場
＝
群
馬
医
療
福
祉
大
短
期
大
学

部
（
川
曲
町
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
35
人

費
用
＝
２
，
５
９
２
円

申
１
月
30
日
㈬
ま
で
に
長
寿
包
括
ケ

ア
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
７
６
へ

創
業
の
夢
の
実
現
を
応
援
し
ま
す

　

創
業
ス
ク
ー
ル
を
開
催
。
創
業
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
専
門
家
か
ら
学
び
ま
す
。

日
時
＝
１
月
29
日
〜
２
月
19
日
の
火

曜
４
回
、
18
時
30
分
〜
21
時

会
場
＝
創
業
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
で
起
業
を
目
指
す
か
、

開
業
後
５
年
以
内
の
人
、
先
着
20
人

申
前
橋
商
工
会
議
所

☎
０
２
７
‐
２
３
４
‐
５
１
１
１
へ

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て

　

心
肺
蘇
生
法
や
傷
病
者
の
管
理
法

な
ど
を
学
ぶ
上
級
救
命
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
＝
１
月
27
日
㈰
９
時
〜
18
時

会
場
＝
消
防
局

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
中
学
生

以
上
、
先
着
40
人

申
１
月
16
日
㈬
か
ら
警
防
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
４
５
１
３
へ

口
座
振
替
済
通
知
を
世
帯
に
送
付

　

昨
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
口
座

振
替
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て
、
口
座
振
替
済
通
知
書
を
１
月

15
日
㈫
に
発
送
し
ま
す
。
な
お
、
車

検
該
当
車
に
課
税
さ
れ
る
軽
自
動
車

税
の
通
知
は
６
月
中
旬
に
送
付
し
ま

す
。
市
県
民
税
普
通
徴
収
分
や
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
付
額
に

つ
い
て
は
通
帳
記
帳
な
ど
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
業
所
得
に
固
定
資
産
税

を
必
要
経
費
と
し
て
計
上
す
る
場
合
、

固
定
資
産
税
計
算
書
を
市
役
所
税
証

明
窓
口
な
ど
で
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

４
月
に
通
知
し
た
納
税
通
知
書
で
も

税
額
を
確
認
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
収
納
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
４
９

第
３
日
曜
は
納
税
相
談
窓
口

　

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
＝
１
月
20
日
㈰
８
時
30
分
〜
16
時

会
場
＝
市
役
所
収
納
課

問
同
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
３
３

●
市
民
の
茶
席

日
時
＝
１
月
15
日
㈫
10
時
〜
15
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
５
階

茶
室

問
前
橋
茶
道
会
・
岡
田
仙
寛
さ
ん

☎
０
２
７
‐
２
５
４
‐
２
０
５
８

●
教
育
委
員
会
定
例
会
の
傍
聴

日
時
＝
１
月
15
日
㈫
15
時

会
場
＝
市
役
所
11
階
南
会
議
室

対
象
＝
一
般
、
先
着
10
人

申
当
日
14
時
30
分
〜
50
分
に
会
場
へ

直
接

問
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
０
２

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
☎
０
２
７
‐
２
３
４
‐
４
９
７
０

　

健
康
相
談
と
原
稿
検
索
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

曜
日
・
内
容
＝
〈
月
曜
〉
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
症
候
群
〈
火
曜
〉
歯
み
が
き
を

し
て
歯
医
者
へ
行
こ
う
〈
水
曜
〉
チ 

ョ
コ
レ
ー
ト
の
う
胞
〈
木
曜
〉
唾
液

の
神
秘
と
パ
ワ
ー
〈
金
曜
〉
休
日
・

夜
間
に
子
ど
も
が
発
熱
し
た
ら
〈
土

日
曜
〉
聴
診
器
で
わ
か
る
こ
と

直
接
相
談
タ
イ
ム
（
歯
科
）
＝
歯
科

医
師
が
直
接
相
談
。
１
月
16
日
㈬
19

時
30
分
〜
21
時

健康手帳 男性にも更年期？

　更年期障害と聞くと女性の病気と思いがちですが、男
性でも発症することがあります。主に男性ホルモンが少
なくなることによって発症しますが、減り方が人によっ
て違うので女性のように時期は決まっていません。40
代で発症する人もいれば、60歳、70歳になって発症す
る人もいます。意欲の低下、イライラする、不安、憂

ゆう

鬱
うつ

な気分などの心の症状や発汗、火照り、筋肉や関節の痛
み、睡眠障害、体の消耗感、性機能の低下などの体の症
状があります。診断は問診と血液検査で行います。40歳
を過ぎて思い当たることがある人は、一度主治医の先生
か泌尿器科の医師に相談しましょう。
 前橋市医師会　中沢康夫

そ
の
他
の
情
報

健　

康

税

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-300325



夜
間
・
救
急
な
ど

夜間急病診療所　☎027-243-5111
朝日町四丁目９-５　内科と小児科　20時〜24時
※日曜･祝日、年末年始（12月29日〜１月３日）の９時〜12時も診察。
救急病院案内（24時間体制）　☎027-221-0099
※メモの用意をしてから連絡してください。
小児救急電話相談　☎ #8000　月〜土曜＝18時〜翌８時、日曜・
祝日＝８時〜翌８時

歯　
科

歯科医師会休日診療所　☎027-237-3685
岩神町二丁目19-9
日曜・祝日、10時〜12時・13時〜15時

薬　
局

市薬剤師会会営薬局　☎027-223-8400
紅雲町一丁目2-15
日曜・祝日、９時〜17時

診療時間は9時〜18時。費用は休日の初診料金。
目的は、急な病気やけがなどの診療治療で、処方日数は1日〜数日です。 市医師会

HP

※1月1日・3日・13日の婦人科は正午まで。13時〜18時は産婦人科舘出張佐藤病院（高崎市若松町☎027-322-2243）で診療。

内　　科 外　　科 婦人科 耳鼻科 眼科

１
月
１
日
㈫

嵯峨
小児科医院
（児）
青柳町
☎232-1188

みやけ小児科

（児）
樋越町
☎283-2225

馬場内科医院

（内）
上泉町
☎223-5301

老年病研究
所附属病院
（内）

大友町三丁目
☎253-3311

すえまる内科

（内）
新堀町
☎212-5162

中村外科医院

（外）
文京町一丁目
☎221-3951

高
※

崎市夜間休
日急病診療所
（婦）

高崎市高松町
☎381-6119

つれいし
耳鼻咽喉科
（耳鼻）
高崎市上小塙町
☎343-2131

町井
耳鼻咽喉科
（耳鼻）
文京町二丁目
☎221-2551

だるま眼科

（眼）
高崎市飯塚町
☎381-8915

１
月
２
日
㈬

戸所
小児科医院
（児）

総社町二丁目
☎253-2351

竹澤小児科
クリニック
（児）

上小出町二丁目
☎260-7750

みやざき内科
クリニック
（内）
元総社町
☎212-5000

つくも
内科医院
（内）

富士見町原之郷
☎230-5085

かたひら内科
医院
（内）
下沖町
☎230-8811

高柳
胃腸科外科
（外）
荻窪町
☎269-8880

鳥羽整形外科
クリニック
（整外）
紅雲町二丁目
☎223-7700

道下産婦
人科医院
（産婦）
平和町一丁目
☎231-7821

新前橋耳鼻
咽喉科医院
（耳鼻）

古市町一丁目
☎253-6170

ひまわり眼科

（眼）
青柳町
☎230-1230

１
月
３
日
㈭

たむらこども
クリニック
（児）

西片貝町三丁目
☎289-0555

ベル小児科
クリニック
（児）

川原町二丁目
☎289-2580

定方医院

（内）
亀里町
☎265-0345

わかまつ循環
器科内科医院
（内）

西片貝町五丁目
☎243-8700

宮石内科医院

（内）
上細井町
☎234-1876

剛医院

（外整）
広瀬町三丁目
☎266-3566

整形外科
とくまクリニック
（整）

総社町総社
☎254-2611

高
※

崎市夜間休
日急病診療所
（婦）

高崎市高松町
☎381-6119

耳鼻咽喉科
角田医院
（耳鼻）

高崎市若松町
☎325-8844

アイ眼科

（眼）
高崎市倉賀野町
☎345-1001

１
月
６
日
㈰

大川こども
クリニック
（児）
上泉町
☎231-5288

うしいけホーム
クリニック
（内）
元総社町
☎289-0841

富士たちばな
クリニック
（内）
日輪寺町
☎230-1155

やました
内科医院
（内）
亀泉町
☎212-0148

掛川医院

（外内）
総社町二丁目
☎251-0415

中嶋医院

（外）
小屋原町
☎266-1601

さとうレディース
クリニック
（産婦）
表町二丁目
☎224-7606

牧耳鼻咽
喉科医院
（耳鼻）
総社町総社
☎280-5233

横地眼科医院

（眼）
平和町二丁目
☎231-5330

１
月
13
日
㈰

吉田
小児科医院
（児）
箱田町
☎253-7733

いわさき内
科・皮ふ科
（内）
稲荷新田町
☎212-1010

塩崎内科医院

（内）
文京町三丁目
☎221-8063

下田内科医院

（内）
南町三丁目
☎221-3155

深沢整形外科

（整）
西片貝町三丁目
☎220-5277

金古医院

（外内）
日吉町三丁目
☎233-1131

矢
※

崎医院

（婦）
高崎市剣崎町
☎344-3511

耳鼻咽喉科
長谷川医院
（耳鼻）

高崎市片岡町二丁目
☎323-4196

高崎佐藤眼科

（眼）
高崎市南大類町
☎352-8800

１
月
14
日
㈪

瀬下こども
クリニック
（児）
元総社町
☎255-3350

伊藤内科医院

（内）
下小出町二丁目
☎232-0537

上泉内科

（内児）
上泉町
☎269-1682

うい内科
クリニック
（内）
駒形町
☎226-5566

中沢クリニック

（外泌）
若宮町四丁目
☎230-1220

あべ
クリニック
（整）

富士見町原之郷
☎288-9511

いまいウイメンズ
クリニック
（産婦）
東片貝町
☎221-1000

いとう
耳鼻咽喉科
（耳鼻）
朝倉町
☎287-4707

結城眼科医院

（眼）
西片貝町三丁目
☎226-7575

接 骨 院 ・ 整 骨 院 の 休 日 当 番
１ 月 １ 日 ㈫ 前川接骨院（元総社町一丁目）☎027-251-5540 岩田接骨院（下細井町）☎027-237-5158

１ 月 ２ 日 ㈬ しきしま接骨院（川原町一丁目）☎027-232-0898 横山接骨院（勝沢町）☎027-269-8789

１ 月 ３ 日 ㈭ かばさわ接骨院（前箱田町）☎027-254-4933 こいで接骨院（下小出町二丁目）☎027-226-5547

１ 月 ６ 日 ㈰ ひよよん接骨院（日吉町四丁目）☎027-235-8662 青柳接骨院（青柳町）☎027-235-3456

１ 月13日 ㈰ 森下接骨院（樋越町）☎027-283-0994 小山接骨院（若宮町三丁目）☎027-237-1259

１ 月14日 ㈪ さかにし鍼灸接骨院（下沖町）☎027-233-1881 亀泉接骨院（亀泉町）☎027-264-0113

※市外局番は027
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広告内容に関する質問などについては、広告スポンサーに直接問い合わせてください。広 告

NISCO公認相続コンサルタント在籍 前橋市空家利活用センター登録済み
宅地建物取引主任士在籍 ブログ更新中！自社HP【山口不動産 前橋】

査定総数1,303件H23.10～H30.11末

藤岡店も営業しております。藤岡店も営業しております。
査定担当の
豊田です。
しっかりと査定をさせていただきます。

不動産のコンシェルジュ山口不動産です!

不動産無料査定実施中！

℡ 027-225-2103
群馬県知事（10）第2930号　前橋市天川原町42-1

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-300327



広 告 内 容 に 関 す る 質 問 に つ い て は 、 広 告 ス ポ ン サ ー に 直 接 問 い 合 わ せ て く だ さ い 。

前橋の人口：33万7,623人
男：16万5,258人
女：17万2,386人
世帯数：14万8,713世帯
11月末日現在

2019.01.01
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堀越町堀下 :  新年を迎えるしめ縄を作成

2歳になる子を紹介しています

　平成最後の新年です。前橋市にとっ
て平成は、好景気下で行われた世界選
手権自転車競技大会や市制施行100周
年記念事業から、その後の不況や少子
高齢化といった厳しい情勢まで、大きな
変化を経験した時代だったと思います。

自分にとっても、大学進学で初めて故郷
を離れ、そして、帰郷して社会人となり、
家庭を持つという大きな岐路があった時
代でした。新しい時代もいろいろな事が
あるかもしれませんが、公私ともたゆま
ぬ努力を続けたいと思います。（服部）

　12月16日、堀越町堀下ではしめ縄作り教
室を実施。参加者は来年１年間悪い気が
入ってこないようにと締め方を確認しなが
らしっかりとわらを編みました。「子どもた
ちもベテランの人に教えてもらいながら挑
戦しています」と有馬会長。子どもたちは初
めて行う作業に悪戦苦闘しながらも自分の
しめ縄を完成させ、家の玄関に飾ろうと愛
着が湧いた様子で持ち帰っていました。

平成29年4月2日～平成29年8月1日生まれの子の募集記事は、本紙12ページに掲載しています。

平
成
三
十
一
年 

一
月
一
日
号

福田 琴和ちゃん
山王町一丁目

ことわ

M
A
E
B
A
S
H
I
 P

R
_
N
O
.
1
6
1
9

夏海 花羽ちゃん
樋越町

か のは

山下 凜花ちゃん
亀里町

りんかしゅう

新井 柊ちゃん
駒形町

浮田 蒼生ちゃん
南町一丁目

あおい

葉山 凌誠ちゃん
下石倉町

りょうせ い

前
橋
を
照
ら
す
、
は
じ
ま
り
の
光

榛名山麓富士見峠から撮影


